
Title 倫敦に於けるハンザのSteelyard
Sub Title
Author 野村, 兼太郎

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1927

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.21, No.4 (1927. 4) ,p.517(73)- 541(97) 
JaLC DOI 10.14991/001.19270401-0073
Abstract
Notes
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19270401-

0073

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


S

T

S

 

S

.

H

O

猶

階

級

の

I

デ

ル

ブ

ィ

ア

装

け

る

政

命

懸
0

0 

r

七
ー
一

f

者
.
’の

財

摩

.を
：貧

.
®者

0
直

.接
利
：用

に

_

制
：的

枝

*

■
_

名
：.冬
の
，セ

U

彼

等

：，に

財

：產
を 

睡

意

に

分

配

す

、る

も

の

で

.ぁ
る
.。

貧
乏
：な

^
.者
，が
，吾
#

善
的

色

^

:

ぁ

る

ヵ

爲

に

#

V

T

し

.

T

彼

等

が

好

.
み

て

其

子

女

*

寒

族

_

於

0

 

&

し

又

は

H

 

J

へ
.年

®

架

約

を

以

て

送

'
る
が
爲
で
ぁ
る
マ)

主
.張

し

て

ゐ

_る

。

？

し.^

.
.

.

.

■ 

:
■
 

•

.い一一

昭

‘
和

:.': "
.
年

1
.
1
1

 

'■月

十

七

ノ
日

■
■稿

.

)

'
.
.
.
.

偷敦に，
於
け
る
ハ
ン
ザ
の

s
t
e
e
l
y
a
r
d

 

'

ハ

野

爿

兼

±

B

:
、
I
-紹
介
せ
ん
ミ
す
る‘一
文
はR

e
i
n
h
o
l
d

 

Pauli,

のB
i
M
e
r

 aus 

Alt- 

E
n
g
l
a
n
d

の
一
.節
で
あ
る
o
同
禅
はI

八
六
〇
雄
刊
行
、+wc

.
o
t
t
d

 

の
英
睇
本
.Pictures 

o
f ol

d

 

E
n
g
p
n
d

は
盥
年
出
版
さ
れ-
又
：
一
八
七
六
年̂

ば
败
著
が
：柯
版
：さ̂

て
，ゐ
：る0
家

4'
&

It
關
す
る
®

も
權
威
あ
る 

•
雄
、
^appenberg,.'urkundliclle' G

e
s
c
h

B-h.te 

des .'hansischen. 

s

p:g
:
h
o
f
e
s 

N
c 

-
M
c
^
a
^
o
a
 ̂

 ̂

^
 

o 

^

■

年
伯
林
|:
生
れ
た
葙
名
な
る
歷
史
家
で
ゎ
リ
、
殊
K
英
國
史
u
關
ャ
る
研
究
多
く
-

1
0糊
察
1
猶
れ
れ
も
の
で
'あ
つ
て
*

_
史
硏
究
者
の
：10 

か
双
げ
る
も
の
が
少
t£
く
な
い
。J- M

.
L
a
p
p
s
b
e
r
g

 

w

 
の
共
著
.Qeschichte von E

n
g
k
n
d (Is 

"
4
.
s
e

4>
始
め s

n
i
g

 

und seine 

Stellung

3-
o,
e
r Geschichte 

Engpnas. (

I00
5

I
. 

Thomas Wright 

及
びwsjamin 

Thorpe 

の
英
靜
が
あ
る
。

〕
Simon 

von 

Montfort 

0
0 0
6

7

, IL M. 

?
皆
5-
の
英
課
あ
り
じ
等
&
だ
多
い
0
一
 
八
五
-九
年Breiren

で
刊
行
さ
れ
た
.Derllssische 

st'ahmaf 

in 

London 

w

 

云
ふ
著
作
は未

；；：

見
な
い
が
、
恐
ら
く
以
下
紹
介
の
一
文
.の
;«
作
で
ば
ね
い
か
W
Mふ
# 

.
私
輝
文
it
；苑
薛
ょ
り
の
澉
課
で
あ
.る
o
喂
常
叫
倫
敦
じ
於 

け
る
獨
逸
商
人
の
狀
態
を
前
稱
明
鹰
|-
知
る
览
國
都
市
史
0
.

『

.资
料
<
し
で
と
\
に
敢
て
紹
介
す
^
 

.
最
後
.に
附
し
れ
縣
は
す
ベ
て
譯 

'

者
0,
1
の
で
あ
气
1

1;
ぎ

--
敎
授
は
：1
/\
八
ニ
年
|-
死
亡
し
て
：ゐ
务
0::
'
'
:

始

め

て

m

&
s-
s
t
e
r
の
方
か
ら
偷
敦
の
繁
華
な
町
0
方
、へ
-运

|
€
5
:
河
'に

沿

ふ

て

下

：つ

て

來

る

獨

逸

：人

は

煙

.や 

霧
の
立
ち
こ
め
t
e中
に
敷
多
の
橋
？
.澤
山
の
尖
塔
や
ド
ォ
ム
に
释
炉
さ
れ
、
：：又
运
大
な
る
橋
梁
を
河
上
ね
橫
た
へ
て 

ゐ
る
最
後
の
橋
.に
至
る
ま
で
の
問
に
果
て
し
な
も
續
ぐ
多
忙
な
'る
倉
庫
^
目
を
峙
嗜
部
る
.を
得
ま
い
。
こ
の
S
こ
ろ
：
 

で
互
は
離
れ
て
ゐ
る
埠
®
の

I

つ
を
見
；W

ゆ
o

な
ぐ
獨
逸
0
港
町
を
.想
起
ず
^
何
故
な
6
ば
e

>で
も
廣
ぐ
高

節ニ十

1

卷
.

(

瓦I

七)

偷敦

U
於
け
る
ハ
ン
ザ
の

S
t

e
e

l
y

a
r

d

m
四
號 

'
七
三



第
二
十r

卷
' 

C
A
I

八〕

倫
敦
n
於
け
る
ハV

サ
のw

t
e

e
l

y
a

a

饿
四
贫 

七
四

.
い
倉
庫
^
獨
逸
は
於
け
必
多
ぐ
の
同
じ
建
物
の
特
徵
を
以
っ
：■て
建
：̂

S
れ
、(

填
に
：華
か
{:
4
彩
ー
ら
れ
な
綠
色
^
鎧
ョ
で 

飾
6
れ
で
あ
る
：ば
が
り
で
な
<
，
そ
れ
等
の
而
前
に
；は
ニ
|

3の

馨
 

h 

實
こ
れ
こ
そ
獨
逸
人
’が
古
ぐ
か
ら
偸
敦
市
の
眞
中
に
住
ん
で
ゐ
た
^
の
場
所
で
あ
ぅ
、、
近
頃
ま
で
財
產
を
^
育
し
て 

ゐ
た
迄
こ
ろ
な
の
で
あ
る
0
即
ち
，j

\

n

»

3

1

|

&

:

の
'名
を
以
っ
，て
知
.ぢ
れ
てa

た
獨
逸
、ノ
ン
.ザ
問
盟
商
A
の
：商 

館
や
市
場
が
存
在
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
英
國g

や
ぅ
な
排
他
的
な
國
に
於
い
て
如
何
し
て
獨
逸
人
が
早
ぐ
か
c
>
x
 

歐
#
巴
0
殆
^
す
べ
.て
の
他
，の
國
民
に
働
先
し
て
土
渐
や
家
屋
を
所
有
す
ム
や
ヶ
な
，高
度
め
#
權 

れ
て
ゐ
た
か
ビ
ーK

ふ
'こ
ど
を
確
實
に
說
_
す
る
の
は
容
易
な> J

Y
J

で
は
な
い
.。
勿
論
こ
の
#
別
な
恩
典
ゆf

浓
匕
勒 

逸
ど
南
英
f

の
地
理
的
狀
況
の
同
一
美
ふ
こ
ど
に
、
又
一
部
純
族
的
近
似(

t

生
ず
る
消
滅
し
雛
き
印
象
：に
歸 

し
て
も
ょ
い
。
波
荒
き
北
海
を
越
え
て
英
國
を
征
服
し
たA

n
g
l
e
s

ビ

S
a
x
o
n
s

^
は
又
疑
も
な
ぐ
兩
國
間
の
%
蝴 

の
商
業
的
交
渉
を
開
ぐ
方
便
ど
な
っ
た
。
後

に
A
l
f
r
e
d

大
王
：の
子
孫
.が
_

じ
祖
.先
.か
ら
出
た
獨
逸
の
o
t
h
o
の
子 

孫VJ

同
盟
す
る
に
至
-

CS、

こ
れ
等
の
關
係
は
益
々
密
接
ど
な
っ
て
來
た：。

北
獨
逸
.の
候
象
^
英
國
主
室 
<
の
緣
組
は 

:

今
日
に
至
る
ま
で
續
い
て
ゐ
る
。H

s'g
i
s
t

やH
o
r
s
a
.

が

彼

等

の

.
絞

章

ぐ

」

し

て

帶

‘
ぶ

る

白

馬

は

今

な

'
ほ

B
runswick, 

L
u
n
e
b
u
r
g

及

び

K
e
n
t

卯
の
紋
R
に
.見
ら
れ
，
又
白
馬
は
そ
の
記
念
ビ
じ
て
CO
W
M0
S

(2
)
が
彼
等
の
高
細
な
船
を

 ̂

fl
<
に
名
附
け
た
海
聪
の
* 

で
あ
る
兩
國
王
室
の
關
係
が
密
接
で
あ
っ
た
こ
ど
，
及
び
'雨

國

民

の

共

通

の

起

、源

ど
 

は
特
に
兩
國
の
國
際
關
係
が
ざ
っ
た
特
«
の
方
向
に
促
進
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
> 

;

S
r
e
e
l
y
a
r
d

の
歷
土
か
ら
是
^

の
關
係
の
發
戚
に
於
け
る
主
要
な
る
時
期
の
め
る
も
の
を
例
證
す
る
こ
S
は
胞
雛 

な
こV」

で
11
な

I

獨
逸
の
識
别
市
，が
か
の
有
各
な
，る
同
盟
を
作
'る
す
つ
S
以
前
に
、
從

つ
て
同
盟
：

£；

朱
T
 JRussJa,

S
c
a
n
d
f
n
a
v
j
?
F
J
a
n
d
e
r
s
y
p
o
r
t
u
g
a
l

等
に
於
け
るIsrovgorod, 

w
i
s
b
y
'
B

(p
;
rw:
e
n
, 

AjStwerp 

,及
び 

d
s
b
o
t
l

等
に
商

館
を
.設
立
す
る
.
f

K
前
か
ら
、T

i
T
a
3
e
r

河
_
に
»:
-
*;
:商
人
#

’
1
.
'

つ
の「

圓
：體
が
存
在
し
尤
ゐ
れ
に
遠.'ひ
^̂

S
a
x
o
n

玉

wthelred 

ニ
世(

九
七
八—

一
〇

1
六)

.の
法
律
は
獨
逸
：皇
帝
の
支
酡
下
|;
办
る
，.こ
れ
等
め
國
民
：に
は
彼 

等
が
そ
の
船
舶
で
英
國
の
港
に
入
港
す
る
除
英
國
人
S
同
欉
の
權
利
を
保
®
し
だ
。

B

ぞ
の
代
償
ミ
ー
て
ク
リ
ス
マ 

.
ス
S
復
活
祭
S
に
は
灰
色
布
一
一
反
:̂

褐
色
布
一
反
、

|^
_
十
封
度
、.男
用
茧
撝
五
對
、.酢
ニ
樽
の
3 1

物
を
し
な
け
れ
ば 

な
ら
な
か
つ
た
。
彼
等
.に
金
錢
が
要
求
さ
れ
な
か
，9
た
の
•は
^
く
商
人
ギ
ル
か
又
は
紐
合
の
古
い
慣
習
に
依
づ
た
か 

ら

P

 4

るt

又
そ
の
組
合
員
は
取
ら
く
冬
中
は
英
國
に
.滯
在
し
«:
'
げ
れ
ば
.な
ら
な
か
ク
た
ビ
思
は
れ
る
A
こ
の
組
合 

に
關
じ
て
そ
の
後
第
十
ニ
世
紀
の
後
华
ま
で
は
何
も
■
く
^
こ
み
な
い
。p

n
a
g
e
n
e
t

家
の
辩
ー
代
.

H
e
n
r
y
.

 

二
世 

.̂' C
o
l
o
g
n
e

の
：人
民
を
彼
等
が
偷
敦
に
所
有
し
て
ゐ
汔
家
尾
及
び
そ
の
中
に
あ
づ
た
財
.產W

共
に
玉
の
#
別
の 

保
議
の
下
に
S

い
打
？
他
方
同
時
に
主
は
彼
等
が
當
：時

す

1?
:

に
修
敦
の
：市
場
に
«
も
し
て
ゐ
た
双
0
«
を
佛
蘭
西 

« ?
ひ
同
値
で
服
賣
す
る
こV

を
許
容
し
、た
。
賴
い
，て
次
ぎ
：：@

_
期
：に
於
い
：て
»
逸
皇
帝
，̂

§
で

_六
世
に
依
るB

E

禁 

が
ら
解
放
さ
れ
たs

c
h
a
r
d
r
c
c
e
u
r

 

:de:: 

L
i
o
n

が
野
鳥
の
籠
を
離
れ
た
如
き
喜
び
‘を
以
て
故
國
に
歸
る
時
-
彼
は 

C
o
l
o
g
n
e

に
一
日
留
ま
ぅ
'
寺

院

：の

大

祭|'
:
參

列

し

，

同

市

民

，に

從

來

彼

等

が

.偷
敦
に
於
け
る
彼
等
の
：
0
艮
|

& 

の
た
め
I;
拂
は
さ
れ
て
：ゐ
た
年
細
英
貨
ニ
志
の
：賃
料
を
免
除
し
、
.以
つ
て
市
民
か
§
«
迎
さ
れ
、

そQ

感
謝
を
却
る 

こ
と
を
得
た
。
故
に
今
日
な
ほ
偷
敦
の
.市
の
會
觉
を
稱
す
るG

l
a
l
l

の
古
索
孫
©

^
■
を

帶

ぶ

る

家

：農

は

.獨

逸 

皇

帝

の
E
下

、

特

に

：0
0
1(§
:
:

3の
：市

民

に

屬

し7:
ゐ
た
の
で
あ
る
。

：
：.

然
し
乍
ら
間
も
な
く
他
の
獨
逸
諸
都
市
の
者
が
偷
敦
^
知
ら
れ
,
.又

->
:商
業
同
课
を
形
；成
す
る
や
ぅ
^
'な
つ
た
:°

第
二
十
5
 

2

1九〕

倫
数
！

1

於
け
る
バ
ン
ザ
のSteelyard 

,

笫
四
號 

七
3£



第
.二
十1

卷

§
1

0)

倫
敦
に
於
け
る
ハv

ザ
のsteeryaa 

第

—

 

S

，V
の
時
又
獨
逸
帝
_
は
，

H
o
h
e

晷

昏

n

家

？
；

G
u

意

家

ぜ

の

爭

闘

：に
德
で
混
亂
に
陷
入
.つ
た
時
で
ぁ
つ
2

0
ぷ 

S

 

1
‘
.

甚

は

娘

0
ニ
：<
が「

？

^

獅
子
31
|:
:結
雄
し
.て
I

の
t

i

f

家
に
#

に
好
#.
.を
¥

て

f

 

,
l
.
方
獨
逸
の
$

:
を
著
し
：ぐ

霞

せ

ん

、享

盖

向

f

名

こ

の

政

略

対

螌

雲
刹

の

諸

都

帮

及
び
そ

れ
6
巩
に
南
剖
及
'び
北
部
の
獨
逸
諸
都
市
が
：急
速
な
も
發
展
{:
依
が
殆
ぎ
獨
立
の
社
會
を
形
成
す
る
に
_

る
方
1
.1
ヒ
.

な
つ
た
。
H

o

b

s

l

f
家

倉

じ

蒸

初

‘

の
：：

f

f

 r 

d
e

 

L
i
o
n

幷
び
に
英
國
の
貨
幣
の
援
助
'に
依
名
.：こ
'̂
犬
で
お
つ
i

n

a

o

f
 

Q

Ti
l
民2

 

0

1
及

び

蕾
 

主

J

I
が
佛
蘭
西
の
軍
隊
及
びH

o
f

 t
a
l

 

w

o

l

i

h
 

 ̂も
な
ほ
續

い

て

震

u

。

I

t

 二
世
i

「

い
不
■

治
世
の
.
_

去
し
、
.：S

家
族
S

劇
的
運
命
に
陷
入
っ 

た
時
、p

l
a
g
c
n
e
t

家
2

.
王
子
、
英
國
王
.Hs

r
y

三
®

0 :
兄
弟
、

s

c

b

l
 

o
f
F
c
i
l
:

は
分
裂
せ
る
帝
國
の 

帝
位
繼
承
の
候
蝴
者
と
し
て
、

G
u
e
l
p
h

 

©
政

見

を

代

表

ず

る

者

巴

て

現

培

來

た

。
こ
の
.時
に
北
獨
逸
：の
諸
部 

•
は̂
合
同
を
固
め
、
又
ハ
ン
ザ
同
器
英
國
に
於
，いP

認
め
ら
れ
る
や
，
に
な
'
.
■
の
V
 H

e
n
r
y
:

三
世
の
お
陰
で 

遠

つ

た

◊
す

で

にJ
.

王

か

E
r
e
i

の
.市
民
に
ち
-

c
o
l
o
g
r

死
の
市
民
に
與
ヘ
ん
れ
营
同
様
の
權
利
を
明
か 

に
閉
容
し
た
。
さ

ら

にH
a
m
b
u
r
g
,

 r
e
b
e
c
k

 

I

間
表
な
ぐ
：ハ
ン
ザ
#

都
市
.の
#
府
ミ
な
一
；

v

た
‘
：の

1

0

瓶
入
、 

さ
ら
にR

l
c
k
'
w
i
s

l lI
v
s
t
l
i
,

 

0

1

1、
の
商
人
等
も
こ
れ
等
に
參
加
つ
た
a 

n
o
!督

の

市

民

は

北
 

獨
逸
の
彼
等
の
國
人
S

佗
し
て
來
：る
の
に
對
し
少
な
著
ざ
る
ー
嫉
£

感

■

。然
し
彼
等
の
抗
議
に
為 

t
i
e
n
s
r

一
世
は 

一
二
六
0 :
年
に
特
許
狀
に
依
つ
て
偷
敦
に
於
げ
|

逸

；0
|

_

「

又
は
.

>

l

iけl

o

i
的 

S
稷

せ

る

、
も
の
、に
關
係
あ
ん
氣
瓶
ん
，の

す

ベ
て
に
對
し
间
一
の
，權
利
を
賦
與
し
た
。

,

.こ
’の
||
^
作
：に
廒
ず
：合
あ
る
家
0'
。小
&
は
翁
&
ぐ
吾
人
|:
.英
國
.に

於

け

.

.
厶

,

3
の
秫
の
.獨
遯
-
<
に
依
ク
で
行
ば
れ
て
ゐ 

-が
移
#
反
び
生
活
樣
式
に
關
.し
で
あ
る
.觀
念
を
與
へ
る
に
役
立
っ
"こ
ビ
>
坶
ふ
命
備
敦
の
市
詆
饊
'
¥
^
第
十
三
世
組 

の
後
半
に
«
す
る
^
紙
^
本
が
あ
を
。(«
>
著
者
は
ー
|ー
入
«

を
以
.：つ
て
^

へ
目
に
自
#
ぬ
_

い
，て
雄
ベ
て
ゐ
，.る
が
、
そ
の 

祖
先
に
關
す
る
小
記
錄
を
記
じ
て
ゐ
る
。
彼
の
云(

ふ

ぞ」

ろ
に
從
^
ば
"
第
十
リ
1世
.
.紙

0,
概

半

に

0
1
-
^
1
^
:
の 

>

|
0:
ど
呼
ぶ
0
0
1
0
的
3

の
市
民
が
そ
の
_

0

<

ぐ̂J

共
に
英
國
に
移
往
し
た
。
彼
等
は
子
供
が
な
か
つ
た
の
で
、 

最
初
に
上
陸
す
る
^
直

ぢ

に

0
目
??
^
1
^
7の

大

僧

蓝S
t
.

H
h
o
i
s
h 

B
e
c
k

rc
>
:
t 

—

一
 

1七
0
年
虐
殺
さ
れ
た
後
多 

ぐ
の
每
躐
を
行
な
，0
|2
迄
傅
へ
ら
る
.。——

0,
慕
に
、》」

の
殉
敎
者
办
援
助
に
依
つ
て
子
孫
を
授
け
ら
れ
る
ヒ
信
じ
、 

參
拜
し
た
の
で
あ
<>
^
。
若
し
與
子
を
賜
：.は
れ
ば
神
へ
の
：奉
仕
に
捧
げ
、
.
嘗

op
.
T
h
o
m
a
s

bde
c
k
e
t
,

が
®
瞥
し
て 

ゐ
-た

9

1

^
目̂
7

0.
有
名
な
僧
瞭
に
加
入
；‘？
せ
る
つ
1

ヶ
で
；：あ
'つ
：た
。み

/:5
^
:

 

Al-n

o:l
c
r

は
偷
敦
に
行
き
仕
事
に 

從
_
し
て
ゐ
尨
。
.月
日
の
立
つ
中
に」r

一
人
の
子
供
が
生
れ
、
興
手
は
祈
願
を
叶
へ
て
吳
れ
だ
®
人
へ
の
，感
謝
の
た
め 

に

T
h
o
m
a
s

 

V」

名
附
け
、
.娘
ば
.JU

H
a
n
p

ど
呼
ん
だ
尸
ー
ざ
ョ
以
巧
は
實
際
に
は
僧
倍
岔
は
な
ら
な
か
つ
た
が
、

そ
の 

代
^
に

十

字

軍

に

加

一 

一
 

q

o

s年

にF
l
a
n
d
e
r
s
'

の’
B
k
m
w
i

î
伯
は
從
つ^

n
o
n
s
t
a
n
g
o
p
k

に
茧
つ
ね
。
到 

著
の
際
見
ぇ
な
く
な
6
、
そ
の
後
全
く
便
を
聞
.か
な
い
。
妹

のJullanp:

は

td
r
e
m
s 

Q
:T
I
T
a
:
H
h
e
d
m
a

「

'
-
wl^
 ̂

同
國
人
ビ
結
婚
し
た
◊
，
彼
等
は
十 

一
K

0
芋
の
親
ど
な
ぅ
、
四
人
©
娘
の
立
派
な
結
®
に
十
分
0
用
意
が
あ
づ
た
點 

か
も
見
て
繁
g

u
で
ゐ
た
.を

が
解
る
。
.
彼
等
の
息
子
の：}

人
で
あ
るA

r
n
o
l

ft
が
^い

.：

皮
紙
寫
本
：の
#

者
.で
あ
シ
、 

.そ
の
內
容
•の
主
要
な
る
部
分
は
數
年
前
に
刊
行
さ
れ
た
9
彼
は
：1

0
膝
史
中
璏
も
i

な
時
代
に
活
蹯
し
た
A
*
 

で
あ
-9
た
。
彼
：：は.
1
|十
六
入
の
市
年
：ー
賓
の一
人

で

あ
つ

た

.そ
れ
に
.ぢ
拘
ら
ず
歡
*

に
そ
の
出
：身
を
記
憶
し
、 

第
二
十一

饴

C

Sニ)

倫
敦
-に
於
け
る
ハ
ソ
，ザ
の
穸6
1置
 

第
四
號 

七
七



笫
ー1

十I

怨

(

五
|三
> 

糞

|-
於
け
る
ハ
シ
ザ
の|

1す
已 

V
.
.四

谋

b
v
.

先
涯
同
國
人
は
對
し
友
情
的
立
場
を
維
持
し
て
ゐ
た
。，：
同
國
人
も
又
彼
.を
推
擧
じ
，で
.彼
等
自
身
.
.の

O

E

I
の
ド 

得
及
び
織
裁
ミ
な
：じ
た
。：，

H
e
n
r
l
l

怖

ど

諸

候

忑

言

際
L;
、

.偷
敦
|

明
が
に
民
逍
的
鐵
派
が
最
氣
が
ょ
か
^
^
^
^

 

た
間
も
、
彼
は
巖
格
な
保
守
的
政
策
を
主
張
じ
、：
國
王
に
跋
方
し
て
'ゐ
：た
.。，
そ
0
結
果
<
し
ず 

を
'課
せ
ら
れ 

> 
又
あ
'る
場
合
に
は一

命
も
f

こ
：5

ぎ

た

.。

.'
,彼
s

f

れ
重
4

&

れ
九
十
歳
の
I

を
以
：
 

つ
.て
死
ん
■た
。
彼
に
依
つ
て
書
か
れ
た
こ
の
#

物の
中で
確か
に彼
は羅
蒙

a
a
:に
就
：い
て
多
.く
^̂
^̂

ビ̂ 

を
述
べ
て
ゐ

る

。
一

個
人
的
に
» ：

つ

で

ゐ
.た
ら

.し

く

、

又
獨
逸
0
爾
作
屬
ず
る
商
國
人
0
#
め
に
多
く
の
#

權
を
王 

か
ら
得
た
や
ぅ
で
あ
.：.る
0
琚
に
狹
：は
.Ha

p
s
b

导

の

：R
l
l
r

伯
が
*
馬
人
Q

$
の
.：位
に
選
擧
さ
れ
、

そ
れ
に
依
つ 

て
»
體
し
た
帝
國
《
他
國
民
か
|

尊
敬
の
度
合
|

分

か

间

復

し

康

> 
こ
の
こ
？

#
別
の
興
味
|

つ
5

'へ
て
ゐ
る
。
以

上

の

W

i

e

n出
#1
の
英
國
の■ 

年̂
寄
.の
生
涯
：に
關
.す
：る
敝 

1見
は
1/
«

に

し

て

儉

約

な

る

«

-^』

见 

び
.そ
，の
子
孫
が
锻
等
の
英
國
に：

於
け
る
家
；庭

5

爾
に
し
T
ゐ
.た
狀
態
を
洞
察
せ
し

め

、

又
少
ぐ

ビ

も

一；象
族
に
, 

し
て
、
そ
れ
は
又
全
獨
逸
栘
住
者
f

 

|

の

例

馨

つ

|

思
ふ
；例
を

五

兄

編

す

も

.の

で

あ

る

ポ
 ̂

§
f
 

■ 

tの
^
の

、ノ
ン
ザ
げ
^

の
諸
者
市
匕
の
間
の
嫉
聽
が 

一
：_.つQ

〔

幸
福
な
る
結
®
に
依
つ
て
如
^

に
_

^
さ

 ̂

,
2
い
を 

一
；小

す

，
も

の

で

あ

る

。

へ
そ
の
後
i

沿

岸

地

方

の

商

人

ど

チ

.ッ
ク
海
及
び
北
海
地
方
f

來
I

人
ど
は
協
同
し
て
生
活
し
，
皮
等 

の
.

◦

&

&巴1
に
關
聯
す
る
多
ぐ
の
利
益
を
相
共
に
.享
有
し
て
ゐ
.た
。
菩
.財
的
活
霸
の
_

に
.於
い
て
英
.國
入
は
彼
等
の 

敵
で
は
な
か
つ
た
？「

又

囊

富

虜

に

、於
い
.て
.も
.當
時
f

 

_

«(:
'
:金
融
S

中
心
地
で
あ
'つ
た
か
の〕

卜
。
3

1 

S
t
x
e
e
t

祺
於
け
る
併
太
利
人
电
金
®

^

^

い̂「

て
：̂

I

み
に
比
敵
す
る
者
は
な
れ
-'
.つ
た
。
金
貨
寒
に
は
.不
運

で
あ
つ
た
暮
氧
«.
逸
人
ゆ
殆
.
_獨
占
的
じ
商
業
的
'辦
業
ほ
カ
^
法
仆
；/:
.
。
彼
等
は
諸
威
く
露
西
®
 ̂

W
 

班

：兄V

葡
萄
牙
ど

の
多
<;
1
の
淹
物
を
：彼
等
の
船
舶
で
輸
入
じ
た
。
_彼
等
(/
-
)
貿

易

は

宥

カ.な

，
る
: ;
«
|

3

&3

世
_の
代
：の 

始
め
に
一
大
刺
激
を
受
け
た

9

こ
の
王
が
佛
蘭
西
王
©-
:
を
獾
得
せ
ん
ど
し
.て
惹
起
し
た
永
い
戦
爭
は
又
最
大
な
.る
資 

源
を
■必
要
ど
し
た
？
彼
は
獨
逸
皇
帝
：L
os.
s

W
世

瓦

びN
e
t
h
e
rlands :

の
王
室
^
密
接
：：な
る
關
係
が
あ
つ
た
の
で 

政
治
盼
及
び
商
業
的
聯
合
に
關
し
て
も
專
ら
獨
逸
帝
國
を
考
倣
に
入
れ
れ
。

一
ーー

1

:八
^

の

夏E
d
w
a
r
d

は
萊
傲
地 

方
を
巡
囘
し
、
暫
く 

C
o
l
o
g
n
e

に
滯
在
し
，
最
近
出
來
し
た
そ
の
大
寺
院
の
肉
陳
を
厳
美
し
、
莫
大
な
奉
納
を
な 

し
だ
後
，
E

I

で
義
兄
弟
の
獨
逸
龜
帝W

商
議
し
た
。
然
し『

r

 

S
年
の
後
を
©
國
內
で
徵
集
し
な
け
れ
ば
な
ら 

な
か
つ
た
戰
時
稅
が
主
の
權
限
內
の
資
添
を
邋
か
に
«;
過
す
る
や
.ぅ
な
こ
笔
が
生
じ
た
。文
英
國
"
ス
ラ
ン
ダ
ァ
ス
、 

及
び
供
太
利
の
金
融
市
場
は
甚
し
ぐ
不
況
の
狀
態
に
あ
つ
た
。，钮
太
利
金
»
槳
0 .
中
心
を
形
成
し
て
ゐ
たFlorence 

0

.有

名

な

るB
a
r
d
i

商
會
も
失
敗
し
'
そ
の
：帳
簿
に
依
；る
：̂
英
國
王
'は
苗
萬
金
貨
グ
ル
デ

ン

の
偾
務
者
ミ

な

つ
て
. 

ゐ
る
？
こ
の
勘
定
は
、ノ
 

X

ザ
同
盟
.の
商
人
が
.王
を
援
助
じ
て
支
拂
は
せ
た
‘
常
時
-羊
毛
ビ
皮
革
^
が
そ
：の
生
斑
に
& 

も
適
し
て
ゐ
た
英
國
に
於

い
.て
生
中
る
S
も
有
利
な
る
商
品
で

あ

.つ

た

.

が
、
巖
密
な
保
議
张
義
に
基
ぐ
玉
の
商
鑛
.政 

策
に
依
つ
て
、
羊
毛
は
佛
赚
®
ど
の
#

®
中

F
h
n
d
l

に
0

み
輸
出
を
許
可
さ
る
、
に
過
ぎ
^
か
つ
た
。
か
、
る 

狀
態
に
あ
つ
て
，、
甯

有

な

F
l
a
n
d
e
r
s

の
款
都
布
に
孝
毛
を
輸
送
ず
る
商
人V

し
て
ハ
ゾ
ザ
商
人
以
外
に
適
當
な
も 

の
は
な
か
つ
た
，
.彼
等
«
又
織
雜
材
料
や
布
^
.を
0

0

1

渡
1

^

を
通
じ
で
獨
逸
の
內
部
に
齎
ら
し
.た
。
か
.、
る
#
樅
を 

有
し
て
ゐ
^'
代
り
^

>

»逸
；、

o
U
H
d
h
a
l
i

の
組
合
員
は
常
^
新
用
立
金
に
應
中
る
態
度
を
爾
し
邦。
' 

I
 

I 

l
i
m
b
e
r
g
,

 

R

汔
昏
兄
弟
’ 
Q
i晉

n̂Q
.
s等
は
當
時
偷：

敦
^
於

^:
て
恰
も
今
‘日

0

0̂

&
<
:5 .
0:
家
や

B
a
r
i
n
g
,

家
：の
如

第

二

十

一

卷
C
3L
1
1
1S.
偷
敦
I-
於
け
る
ハV

サ

のSteelyard 
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四
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1

5

 

C

靈

)

倫
I

け
る
i

の
、s

t
f

 

麗

八

G

き
.大
f

名
*
を
有
.3

て
ゐ
た
o
保
障
,

手

營

备

撅

等

态

羅

場

の

'輸
出
稅
を
支g

す

る

權

利

哀 

有
し
て
#

。「

又
他
方
：l

l

g
就

|

濃

：|

年
間
|

ゅ
.：0
£ 

I

の
領
地
中
の
I

も
含
め
て 

f

 

S

 _

|

|

|

馨

てI

,
 

I

I
の
i

l

l

l
碧

I

立
后
式
に
使
I

る

斑
章
.も
永
い
間C

o
l
o
g
n
e

市

^
質
入
さ
れ
今
な
ほ
偷
敎
の
ャc

h
l
e
l
y

 

k
e

d

中
に
保
存
さ
れ
て
■

隹
復
文 

喾

に

依

る

具

入

期

間

S

れ
s

f

s

暴

戾

じ

得

な

か

：っ
た
S

ぷ
こ
£

解
る
。
然
し
丁
度
そ
の
時
又 

も

5

|

7

|

.
の
«1
合
貧
王
に
貸
與
を
申
出
て
、
王
«
寶
存
を
壽
し
せ
獨
逸
.に

送

ち

I

に
王
に
S
還

：じ

た

。 

玉
は
又
こ
れ
等
の
富
家
か
I

离■
.
H
1
I

萬
f

引

出

す

派

s

f

。—

露

の

貨

幣

は

今

日

0
十
i
 

以
上
：の
値
打
£

っ
1

故
に
黑
太
乎(

B
!
a
c
k

 

P
!

が
：
0
1

及
び
：T

l
r

s

に
於
い

5

た
大
勝
利
も
3 

逾

產

業

及

び

獨

逸

筆

の

援

助

に

依

る

こ

奚
C
な

か

っ

た

晶

f

げ

泛

味

る

i
い

。
.
：
營

れ

管

大

な

る

實
 

獻
に
對
し
て
獨
逸
商
人
は
I

昼
要
な
る
特
權
を
得
ん
.
す
る
や
i

M

f

も
見
せ
な
'

か
：：：

つ

た

の

で

あ
.る
o
e

f

 

^

T

i
 

 ̂

i

.

0

l

.
 

l

y

l

g

l
 

て
極
點
で
.あ
っ
た
。
.街 

f

ス
プ
ン
チ
ナ
ヒ
ァ
の̂

カ
处
^
興
及
び
' Ne

t
H
e
r
l
a
n
d

{;
於
，け
.る

B
u
r
g
u
n
d
y

侯
の
統
.
一
は
命
玫
に
岭
ブ
る 

獨

養

人

の
#
他
刺
已
阶
商
業
政
策
を
危
險
に
し
た
。，
英_
に

於
け
な
彼

等

の

地

位

泰

备

 

っ

て

來

た

。
：
I

戰

S
の

麗

な

時

代

で

象

た
f

拘
I

、
：
英
國
商
人
の
有
能
な
る
階
級
於
漸
次
に
現
れ
て 

來
て
、
伊
太
利
及
S

逸

拿

本

I

倣
し
：て
f

獲
得
し
て
來
S

I

S

。
堂

て

今

日

世

界

の

赛

讃
_
 

の
的V」

な
っ
て
ゐ
る
英
國
人
の
最
初
の

「

麗

的

^:
業
0
精
神
S

れ
始
め
S

で
あ
る
。
外
國
貿
易
に
從
事
す
る
域 

人
の
多
-
の
組
合
が
V
B
S
C 

:

沿
岸
、

p

r

s

t 

: 

み
獨
逸
都
市
ヒ
通
商
を
农め
ん

S
し

た

.。
然

么

に

ハ

ン

f

同
盟
は
：そ
の
傅
舞
の
排
_

政
策
.：に
依
々
、
'彼
等
.が
‘露

s
is
、〕

ス
'
.
.
ヵ
ン
：.デ
ナ
ビ
ァ
、
‘
英
國
等
に
於
い

て
，永
'年
淳
肓
し


て 
ゐ
：た
も
，のVJ.

同
.じ
權
；利
を
；與
へ

る
.こ
ど
を
拒
絕
し
だ
。
そ
こ
1で
そ
れ
等
の
.商
業
會
«:
0
龃
合
員
が
當
時
呼
ば
、 

如
ぐ
胃
險
的
商
人
圆(

;^erchapt-adventurers〕

の
あ
る
考
は
財
產
も
生

命
：も
共
'に
失

ふ
；や
ぅ
：な 

へ
あ
つ
た
,
 

又
：そ
の
以
後
訴
談
や
報
復
.が
生
：じ
、
'屢
々
贺
際
的
敵
愾
心
i
な
•つ
た
。
今
日
の
ぐ
ン
.ザ
地
方
ビ
太
英
國
の
船
舶
關
係 

の
み
を
#

へ
た
：の
で
.は
想
.像
；し
得
な
い
や
ぅ
な
烈
し
い
海
上
戰
が
數
年
間」

」

れ
等
の
擊
商
人
の
間
に
行
は
れ
た
,
 

ふ
る
場
合
の
如
,

L
u
b
e
c
k

及

び

s
g
a

に
：屬
す
る
百
八
：艘
の
船
：舶
；が
南
方
の
.鹽
や
產
物
.を
.滿
載
し
て
&1
班
牙
か
ら
_
 

の
歸
途
，
英
*
利̂
海
峡
に
於
い
て
英
國
人
に
依
つ
て
拿
補
、さ
れ
た
。
こ
.の
行
爲
に
對
す
る
復
讎W

し

てL
u
b
e
c
k
.

及 

び

D
i

g

の
沿
岸
航
行
の
大
船
舶
が
大
膽
に
も
北
海
を
巡
遊
し
て
、布

.：S

そ
0
他
高
價
な
.品
；

を
職
載
し
た
英

國

船

 

を

纏

し

た

-。
.
Vの
狀
態
は
必
然
北
歐
赚
巴
の
貿
易
に
多
大
の
.榻
害
を
®

へ
た
.。
然
し
^
ケ
チ
ッ
ク
商
人
^
彼
等
の
.
 

大
使
を
通
じ
■て
一
一
三
の
政
府
ビ
平
和
締
結
の
希
氛
は
何
の
役
ヒ
も
立
た
な
か
：H

ハ
ン
ザ
同
盟
#
び
に
こ
^

i
 

盟
し
て
ゐ
た
普
#
西
の
大
公
は
®
等
の
，.昔
.の
#
«
を
維
持
せ
ん
ビ
頑
固
に
主
張
し
、
英
國
人
は
#
等

が

#
_
.
に

與

へ
 

な
か
、ら
他
國
か
ら
は
同一

の
免
除
を
得
ら
れ
.な
か
.つ
た
の
で
、
獨
逸
人
％
す
ベ
て
，0
他
の
，外
國
人
.ビ
间
樣
> 
英
國
IX 

場
に
於
い
て
.賣
贸
す
る
羊
毛
.ど
I
®萄
酒
ど
に
稅
を
拂
は
な
け
，れ
ば
な
；ら
な
いVJ,

喪
求
し
た
。
.獨
：逸
商
\
ょ
極
，ヵ
茭
抗 

し
.た
.力
、終
，に 

一
pi
l
uハ
九
^

，一.塞

1千
五
百
|
1十
破
.の

：
罰

金

：
を
«
ふ
や
ぅ
に
法
廷
に
依
つ
て
®
吿
さ
れ
た
。Steelyard 

の
.多
ぐ
の
組
合
員
は
投
獄
さ

れ
、
こ
の
古
い
組
f

永
.ぃ
'
 
問
所
有
し
て〕

含

±

t
董

ミ

共

I:
そ
の

#
權
を
失

ふ 

危
險
に
迫
ら
れ
た
。
同
©
に
同
监
中
(:
さ
べ
意
見
：.の
栩
.違
を
生
：じ

た

如

ち

0
0
1
0
§
3
:及
_:び
西
部
獨
逸
の
^
 

L
u
b
e
c
k

及
び
パ
ル
チ
ッ
ク
諸
都
市
の
商
人
ど
.は
相
反
し
て
ゐ
，た
。
苦
し
英
國
_
會
が
最
初
に
平
和
を
求
む
る
'者
で

•S
一
十
-

1:

卷
，

(

五
二
五)

淪
激
に
於
^
る
ハV

サ
のSteel

3.ard 

八
，
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八
*1:

:
な
か
.つ
た
な
ら
、
全
同
'®
料
も
つ
i
早
.く
茏
解
し
た
.か
も
知
れ
.な
い
.9 Bremen,. H

a

日b
u
r
g

 
5

 

b

i

o
 
f

p
 

武
幾
.じ
た
，船
.舶

が

0 

-
9

 ̂
^
 B

o
l
d

の
旗
を
.立
て
、
航
行
し
、
英
吉
利
海
峽
に
入
，W

英
國
沿

.

茕 

の
，H

H

a場

所

里

陸

%

た
時
I

へ
、
下
院
は
意
見
の
相
違
を
平
和
的
に
解
決
し
や
ぅ
に
努
力
し
て
.ゐ
た
。

一
四 

七

^
.
年

岛
3

&

^

^

^

,
(1
供

つ

：
：
て

部

和

.を
結
ぶ
に
15
; 0

*
:の
.は
.Hd

w
a
r
d

四
世
の
力
：が
大
で
ぁ
つ
た
ァ
王
は
一
度
ラ 

ン
，力
：.ス
タ
ァ
嫁H
依
.

C
V

T

M

^

m減
れ
、
パ
ン
ザ
猶
^

の
梭
助
に
：依
つ
て
歸
國
す
.る
こw

を
#
た
の
；で
.ぁ
つ
た
。
こ 

の

條

於

い

て

す

'、ベ
て

0

關
'#
せ
.る
諸
»|
體
^
滿
足
し
、s

t
e
e
l
y
a
r
d
:

の
細
合
、も
.時

勢

の

：
許

す

限

6

1

舊
來

0

特
權 

や
*
利
を
.囘
猶
す
や
き
冒
が
約
定
.さ
れ
：た
。
.

'人

類

：
，
が
；
新

：大

陸

の

發
見
に
.依

上

掃

有

に
な
.ぅ
、
敎
窗
0
改
革
.，に
依
1
掃
^
に
な
つ
た
.こ
0
ユ
世
紀
'の
間
獅
逸
商
人

は
殆
ぎ
彼
等
の
特
*
を
享
有
，し
セ
ゐ
.た
へC

o
l
u
m
b
u
s
'
；

の
蓝
'米
利
加
發
見
，
そ
：れ
亡
引
晴
い
て
新
大
^
南

部

.
の

こ

れ

ま
で
知
ら
れ
な
か
；つ
だ
地
方
が
商
班
牙
人
及
び
葡
萄
牙
人
^
依
^
て
、
f

部
は
：英
佛
I

依

：
つ

て

發

見

さ

：
れ

,

、
.

V
e
n
i
c
e

 

f G
e
n
o
a
-
.

の
光
輝
は
：急
激
^
薄
&
ぎ
、
北
.細
逸
ハ.

ン
ザ
同
盟
の
自
負
も
喔
し
く 

S

て
來
た
。
歐
雜
巴
北

に
^
け
る
優
越
女
獲
得
す
る
自
的
で
卜
ロ
び
8
ド
を
以
^
て
活
動
^
中
心
^
な
ゼ
ん
ぜ
す
る
^
卷

！！
 w

u
u
s
w
^
v
e
r

の
大
膽
な
る
計
窬
：は
：宗
敎
改
革
以
前
に
.さ

へ

：
敎

會

：
の

改

新

：

0
拎

め

は

生

：
じ

：
た

大

«

<
暫
ぐ
：結
び
つ
き
、
再
び
ハ
ン
ザ

同
盟
の
世
界
的
勢
力
め
，理
想
が
靡
つ
た
が
、
そ
れ
は
€

ん
の
僅
な
間
で
終
.に
速
に
永
久
は
終
息
し
：た
。：
そ
の
間
に
世

界
踣
業
及
び
今
ま
セ
知
ら
れ
な
か
つ
た
淹
物
が
生
活
.必
要
：品
に
'加
.へ
ら
れ
た
0
で
、
歐
洲
國
民
の
企
業
に
異
れ
る
鏠

^

 

p

 

M

 

^

 

^

 

o
 

X

*

 

*

ベ

ル

チ

ッ

ク

海

及

び

大

西

洋

沿

岸

の

貿

易

に

從

帮

し

て

ゐ

た

貧

弱

な

船

舶

の

 

代

飧

に

、

違

、つ

た

1

造

典

び

能

カ

’を

有

す

る

船

舶

が

：

.急

速

：
、に

.
使

用

さ

れ

る

や

ぅ

に

な

つ

た

.

0
 

.、ノ

ン

ザ

_

盟

ほ

當

庵

ま

安

で
殘
箱
し
*
ー

ぞ

の

船

舶

：
も

、馨

ぐ

增

大

'じ
た
，の
.で
、
'最
.早
偷
敦
橋
々
^
:を
通
過
し
，
昔

&
如
く
.始

0么
7
ぢ
ナ
商
靖
に 

.

せ
る
坶
頭
に
投
錨
す
る
こ
ど
が
出
來
な
ぐ
な
つ
た
。
商
人
達
は
彼
等
の
古
い
特
谰
を
全
ぐ
時
勢
が
變
つ
て
來
た 

に
も
拘
ら
ず
少
か
ら
す
執
坳
に
主
張
し
，
し
か
^

®

逸
ね
於
い
て
は
，彼
等
が
永
い
間
一
外
國
で
享
受
し
て
ゐ
た
や
ラ 

な
#

權
を
.

)

央
國
入
に
許
さ
ぅ
ど
は
し
な
：か

つ
た
。
故
に
た
ま
た
まs

b
i
n

0"
及
：び

co
PT
:
a
eに
於
い
て
英
國
m

民
が
獨 

逸
皇
帝
：の
命
に
依
つ
て
追
放
さ
れ
る

や
、

s
i
z
a
b
e
t
h

女
王
は
最
H十
我
慢
し
な
か

0

た
。
高
慢
な
る
西
班
牙
人
で
さ 

，ベ
新
舊
南
世
界
の
沿
擇
で
恐
^
を
，な
し
て
ゐ
た
英
國
海
將
-i
'
.d
r
a
k
e
及
び
；No

r
r
h

は
短
：い
間
に
ハ
ン
ザ
の
商
！i

を 

六
十
艘
以
上
も
拿
捕
し
、
他
方
又
一
五
九
八
年
一
月
の
猶
令
に
依
つ
て
女
王
：は
獨
逸
人
鈕
<
&員
を
：St

e
e
:
y
a
r
d

か
ら 

追
放
し
た
り
建
物
や
坶
圾
はK

a
n
l
b
u
r
g

や

^

&
を

の

败

府

.が
:-
<
ザ
商
人
の
偸
敦
：は
於
^

の
を
英
國Q

 

I
r
o
h
a
n
t

 

A
d
v
e
n
t
u
r
e
r
s

 :

に
認
む
る
U
至
る
4
で
、
暫
の
.間
英
國
海
軍
潘
で
陡
羽
し
て
ゐ
た
。：

そ
の 

譲
步
め
時
か
ら
彼
等
は
皙
所
有
を
囘
，S
し
"

一
六
六
六
年
猶
敦
の
大
火
が
市
の
大
部
分
令
灰
燼
に
®
し
た
時
ま
で
、 

出
來
，̂
限
^
\こ
れ
を
利
;«
し
て
ゐ
た
ノ
進
ん
で
菩
人
は
.

S
t
e
e
l
y
a
r
d

の
破
-'*
に
就
：V

T

■
述
ぶ
ベ
，
で
ぁ
る
が
、
そ
の 

前
に
そ
れ
を
構
成
し
で
ゐ
^
迹
物
及
び
そ
こ
に
住
屈
し
て
ゐ
た
人
々の

#
！

活
や
慣
習
に
就
い
'て
出
來
る
だ
け
述
べ
T 

觅
た
い 

f
m
:
ふ
。

.
"

,

: 

.

.

.

Steelyard 

:ど
し
て
知
：&
机
.て
ゐ
た
土
她
、は
：如
柯
な
る
理
由
..に，$
く
か
.確
實
な：

こw

は
解
ら
な
い
が
、
兎
に
角
中 

世
期
'0
偷
敦
に
於
い
て
最
4
;ょ
_い
位
.置

を

占

咚

て

：：
ゐ

仕

：
。

比

較

的

近

頃

：ま

.で

偷

敦

に.於

对

る

唯

：
一

:
の
橋
で
ぁ
つ
：.た
倫 

敦
猶
め
少
し
上
に
：當
:'^

、
K
x
c
h
a
n
g
e

及
び
，罗

hja
u
r
s

か
ら
遠
か
ら
ざ
る
所
'に
位
し
、
®
畔
に
於
け
る
便
利
な
墙
場 

か
ら
：市
內
.へT

h
a
m
e
s
.
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菩
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Street:

に

東

方

は

, >
デ
皆
&

v:
c
o
t
r
e
e
t

に
厥
ん
で
^
た
。.
元
.
*の
雄
物
は
甚
だ
小
さ
^

^

で̂
あ
^
た
が
、
第
卜 

劇
唐
朝
，
第
十
沍
世
紀
1'
0

康
に
近
_

の
5
四

の3
a
n
o
r
-
f

 

5。
%
そ
の
外
の
.難
物
を
合
併
し
た
:;
°
そ
こ
.で
十
っ
の
火 

建
築
ヵ
造
ら
れ
*
が
、
そ
0.
,堅
.實
な
^

0
>
r
t
h
u
s
h
o
f
,

 

s
o
e
s
t
,

の

芝

i
4

'
及

び

古

い

商

樂

集
*
所

に
&

す
べ
き
’も
：の̂

あ

：
つ

た；
0Th

a
m
e
s

 

S
t
r
e
e
t

を
見
F
す

：北W
汰
降 

に
多
ぐ
の
階
層
ビ

三
っ
の
圓
形
の
冊
を
以
っ
て
嚴
し
ぐ
守
ら
れ
、
そ
の
門
は
#
徵
の
あ
る
題
句
が
飾
ら
れ
てあ

..

る

載 

板
で
堅
奶
ら
办
て
ゐ
た
。
そ
れ
等
の1

っ
に
こ
の
家
に
X

石
す
ベ
で
の
渚
に「

喜

爾

多

4

の

す

ベ

「

て

の

ょ

き

物

、
：
平 

用
、
休
息
、
及
び
疋
直
な
る
快
樂」

を
提
供
す
ビ
、
又
他
^

十
っ
.■に
は「̂

i

池
優
雅
存
る
藝
術
の
父
に
し
て
、
勞
苦 

%
子
孫
な
う」

.

X
記
さ
れ
て
あ
る
が
、
最
後
の
も

: 0

に
は
規
律
を
犯
す
ネ
の
は
す
パ

て
®
せ
ら
る
\'旨
を
蕾
齿
し
て 

ゐ
た
o
獨
逸
帝
國
の
雨
黧
を
#
張
し
た
兩
頭
の
鷲
は
高
い
切
®

の
屋
根
の
上
に
«
え
て
力
た
” 

Cの
都
市
の
中
央
に 

小
さ
.
い
城
塞
の
や
う
に
立
つ
て
ゐ
る
搆
內
は
鞏
固
な
壁
を
：以
っ
て
圍
ら
さ
.れ
、
又
事
實
屢
‘カ
そ
の
往
民
を
保
議
し
た 

の
で
あ
っ
た
し
あ
る
時
に
は
河
附
に
住
む
爭
_
好
き
な
組
暴
な
.人
達
は
.彼
等
の
：了
解
出
來
^
い
；.言
語
を
使
用
し
、
彼 

等
の
|5
|
に
.は
異
様
に
-映
す
る
服
裝
.や
様
子
を
し
、
し
か
：も
.彼
等
の
嫉
視
を
貸
ふ
や
う
な
'#
權
を
有
す
る
こ
れ
等
の
外 

國
人
を
襲
擊
し
た
の
で
あ
っ
た
。
又
勞
働
階
級
及
び
浮
浪
の
徒
の
民
衆
的
蜂
起
が
一1ー1

八

I

年
殘
酷
な
る
怿
傑W

a
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T
y
J>o
r

の
下
に
生
じ
*
何
人
も
位
^
や
富
を
有
す
る
者
は
そ
の
生
命
が
危
か
ら
た
啤
、

、ノ

ン
ず
商
人
を
擁
議
し
た
^

の
は
こ
の
城
壁
で
あ
っ
た
リ
他
方
さ
う
云
ふ
も
の
、
な
い
他
0
外
國
人
、
»
に
：多
ぐ
フ
ラ
ン
；ダ
ァ
ス
人
は
一
辦
に
殺 

齊
S
れ
た
。(B
)

•
. 

, 

.

.:

.

.

. 

こ
れ
等
の
城
壁
に
依
っ
て.城
寒
風
.に
圓
ま
れ
た
妞
物
は
秫
々
な
，る
獅
*
ゅ
 

他
の
も
の
よ
6

一
 

際

目
立
つ
、.で
高
ぐ
立
つ
：.て
'ゐ
：た
の
：が
大
ホ
ボ
ル
で
あ
つ
な
。
總
會
の
會
議
葷
控
使
用
さ
れ
、
：
又
商
人
：に
侬
つ
で
背
が
.ら 

緻
け
ら
れ
て
ゐ
た
®

々
繰
返
さ
れる
祭
‘の
依
式
に
使
用
さ
れ
て̂

た
。
高
い
爐
额
や
精
巧
に
雕
刻
さ
れ
た
蛇
腹
は
紐 

合
の
織
や
錫
の
器
で
飾
ら
れ
、

又
こ
れ
等
の
磨
き
輝
い
た
器
の
中
に
は
今

s
r

ぐ

シ

督

のG
l
l
g
h
w
l
i
s

に
於
い
て
見
る 

や
ぅ
な
多
く
の
興
國
の
骨
莖
や
珍
し
い
裝
飾
品
が
あ
つ
た
こ
ビ
も
疑
ひ
な
い
。
，然
し
乍

6
特
に
價
値
あ
る
も
の
S

M
 

る
べ
き
ニ
つ
の
繪
書
が
あ
つ
た
。

そ
れ
は
同
じ
獨
逸
人
で
あ
る
有
名
ぼ
る
' Ha

n
s
. 

H
o
l
b
e
i
n

が
故
國
に
.於

.い
て
す
で 

に
有
名
で
あ
づ
た
顯
術
を
彼
等
の
新
し
い
家
に
微
さ
，ん

？
し
て
描
.い
た
も
の
1?
;
,あ
0
.た
か
ら
で
.あ
な
0

こ

れ

等

の

一

一 

っ
の
綸
窬
は
垂
飾
で
あ
つ
て
、
海
意
的
欉
式
の
下
に
富
の
勝
利
す
®
の
勝
利
^:
^;
現
：は
し
た
の
で
あ
つ
た
。

ホ
ォ
ダ 

の1

方
ね
一
つ
.の
塔
が
立
つ
て
ゐ
；て"
そ
.れ
は
組
合
の
.位

階
®
文
や
最
％
貴
重
な
寶
石
や
藤
術
：
品
を
貯
儀
し
て
®
く 

寶
藏
で
あ
つ
た
。•他
の
侧
に
は
廣
大
な
：る.石
の
炊
事
場
が
■あ
&
、
週
白
及
び
祭
日「

の
晚
«

に
豐
富
な
御
.馳
走
を
眯
し 

た
。

ホ
ォ
ル
ざ
西
方
の
城
壁
：ど
の.間
に
は
庭
園
が
あ
.づ
て
，
そ
，こ
に
：は
故
國'の
臀
«
に
從
つ
て
獨
逸
.が
«

萄

や

&
'
い 

果
樹
を
.
え
て
ゐ
た
。
：
夏
，の
夕
：•—
*
日
の
仕
事
の
後
彼
等
は
こ
、

で
休
息
す
る
を
常
也
：し
'
又
彼
等
の
中
の
苦
い
者
は 

球
投
げ
や
を
の
^
.の
«

*
を
し
て
樂
し
ん
だ
。
組
合̂

属
の
«

^
や
|1
_

^

ゃ
«
»
用
の
，.場
：所
は
.河
^
方

：に
向
つ
：て 

長
い
列
を
な
し
て
ゐ
て
、

遙
が
に
多
い
地
茴
を
占
領
し
て
ゐ
た
o 

.

」

ゝ
に
獨
逸
、ノ

ン
ザ
同
盟
の
®

々
の
商
館
は
彼
等 

の
勘
定
所
を
有
し
' 
又
こ
.
Vに
彼
等
?>
商

品

を

規

則
ょ
ぐ
割
當
そ
ら
れ
た“區
^

^
へ
貯
藏
し
た
の
で
あ
つ
た
。

こ. 

れ
等
の
次
ぎ
に
廣
大
な
坶
場
が
あ
り
、

そ
の
上
に
：高
い
起
重
機
：が
あ
：り

> 
そ
の
足
卞
ま
で
大
.潮

に

はT
h
a
m
e
s

河 

の

水

が

達

し

、
：
そ

の

：時

船

舶

«

便
利
1'
く
荷
揚
げ
を
す
る
，

」

^
が
出
來
/2
-。
未
だ
人
：々

が
亜
米
利
加
の
流
物
：を
：夢
想 

だ
に
し
な
か
つ
た
顷
、
實

に

こ

、
は
日
常
必
要
品
の
す
べ
で
の
：主

な

の

輸

出

入

；を
な
す
大
市
場
の
一
つ
で
あ
つ 

第1
1

十
S
 

(

五
.

11

さ

於

け

る
ハ

X

ザ

の

S
t
e
e
3y
a
.
d

 

第
四
！

§

 

八
瓦



第
二
十
5
 

(

五
三
9

倫
敦
じ
於
け
る
ハ
ン
ザ
0 .
3
€
6
1
7
屢 

こ

、

.

露
西
■

ト
波
蘭
及
’び

普

魯

西

篇

け

緣
'ュ' 
トX.

族

說

候

Q

t

域

か

ら

鐵

、
，
：
木

材
 

>
:

大
if
t

，

I
 

I

、
.
.
：

毛
皮
等
か
轍
入
. |
れ
，
他
方
身
々
チ
ッ
グ
海
自
體
，屢
最
の
命
類
を
供
給
し
た
：。
特
に
當
時
他
の
_

.
3

.發
I
 

れ
，
ヵ
づ
ナ
|
 (herr

B*^

特
”
の
御
馳
走
？
#'
へ
ら
れ
て
ゐ
た「

て
ふ
ざ
め」

1

运
％
&
，

英
國
の
«
象
が
€
史 

寫

用

X
す
る
を
常
ミ
し
で
ゐ
た
多
黧
の
鹽
鱒
等
杉
供
給
.あ
れ
て
■ゐ

た

。

女

あ

，

る

時

、
に

雙

 

念
物
が
：あ
つ
た
。
想

_

威

最

l
i
v
o
n
k
:

か

優

良

l

il
の

如

尊

、
'當
時
甚
®
し
ぐ
.狩
獵
，1

つ
て 

ゐ
：兹

歲
6

'貴

霞

高

い

價

S

つ
、1

.萊
傲
河
.

I

ス

の

歎

は

織

物

及
.び
各
®
の
リ
ド
ネ
.グ

罢

^

S

國

ど

の

關

係

を

生

じ

，

ぞ

‘
S

S

S
■

の

量

福

事

し

i

s

で
、

i

々

な

る

聱

澤

品

：、

：

列

へ

 

ば

無

花

*

纛

子

‘

 

S

意

.

I

、

染

料

，

良

：好

■

料

'

簾

，

I

類

.

沙

龛

錄

石

等

裏

入

t{

る

媒
介
H

r

然
し
乍
ら
メ
ン
：.ザ
商
人
は
こ
れ
等
g

f
 

S
國
の
顯
客
f

で
處
分
し
切
れ
な
か
つ
た
の
で
， 

馨

は

そ

れ

等

を
H

I

I
及
a
 L

U
I

に
齋
ら
し
、
I

か

らB
l
n
:

及

び

S

に
f

し
た
。
彼
等 

は
英
國
人
か
I

I

や
I

物
.
例
へ
ば
羊
毛
，
皮
革
，
殼.物
.
、
' 麥
酒
-
チ

,
ズ
の
類
を
購
入
し
た
V 

I

當
か 

に
世
に
知
ら
れ
て
ゐ
た
商
業
交
易
ぬ
ず
べ
て0
品
物
は
手
を
經
.て
>
 ̂

H

I

 

i

n。

x

 

s

f
ベ
か
：I

る
建
物
が
一
つS

t
e
f

 rd 
1

2

。
そ

れ

は

北

つ

て

、
當
時
の
如
ぐ
今
a 

で

も

;l

1®
: !
主
嬰
逾
路
の
二
'つ
で
あ
るT

h
a
i

 

S
t
r
e
e
t

に
-面
す
る
正
面
の
'一I.:

部
を
形
成
し
て
ゐ
た
。
こ
、
に

第

十

五

世

駿
i

存

し

て

ゐ
I

f

つ
て
.，
そ

こ

で

餘

人

；i

藥

菊

馨

翁

人

し

、
平
の
呑
、
M
、
赚
獅

(
s

v
f
a

.r
)

を

顔

ら

せ.て

ゐ

た

ら

し：.い

。
，

,
バ
^
チ
ッ
ク
海
や
北
海
.の
繁
榮
せ
^
商
人
が
こ
、
で
酒
茶
を
揚
，け
て
約
定
し
た
ば
が
b
で
な
^
-、
當
時J

l
e
s

1

 

世
の
頃
*
未
だ
.流
行
社
#
が
偷
敦
の
‘西
端
に
移
ら
ず
，
又
多
く
の
貴
族
の
家
庭
が
市
中
に
住
展
し
て
ゐ
た
頃
で
あ
つ 

た
の
で
、

こ
の
家
は
cnh

a
k
e
s
p
e
j
i
r
e

の
肥
大
漢F

a

:gafF 

S
氣

輕

の

皇

字H
e
n
r
y

 

v
sが
大
い
に
痛
飲
し
た
附
近
の 

酒
崧
S
同
様
な
名
聲
を
博
し
て
，ゐ
た
の
で
あ
つ
た

0 

S
t
e
e
l
y
a
f
d
:

.の
良
品
を
愛
好
す
る
商
人
ば
か
り
で
：な
ぐ
、
僧
正 

や
貴
換
、
大

法

官
9

0

^

c
h
a
n
c
e
l
l
o
r
)

さ
へ
も
*
又
有
名
な
樞
.：密

顧

間

官C
M
<
y

 

S
u
n
c
m
o
r
)
.

の
多
く
も 
一j

れ 

等
の
窖
を
輕
蔑
せ
ず
訪
ね
で
ま
て
、
ヌ
外
國
人
の
珍
味
を
賞
翫
し
た
V El

i
z
a
b
e
t
h

女
EE
及
び
そ
の
以
後
の
'時
代
に
# 

か
れ
打
齊
劇
中
に
屢
々
.现
れ
る
か
ぅ
运
ふ
事
實
は
こ
の
當
；時
の
社
會
生
活
に
關
す
な
好
箇

0

材
料
で
あ
る
。：pierce 

p
e
l
i
s
s
e

の
著
者
(!
»
>は
_
く

「

さ

あ

I

I

に
行
っ
て
、，‘：：紙
齒
洒
を
飲
も
：ぅ
ぢ
や
な
：い
か」

ど
、
又

W
e
b
s
t
e
r

の 

W
本
の
.一
つ
に
は
次
ぎ
の
や
ぅ
な
文
句
が
あ
る
。「

今
^

^

0

^:
_
 st

B
y
a
r
d
:

の
萊
W
酒
#

で
あ
れ
に
#

ふ
た
め
ほ
君 

を
誘
ひ
に
來
た
の
だ
リ
そ
つ
ぞ
出
か
け
て
和
_

パ
ン〗W

.

て
ふ
ざ
め
ど
を
や
&
ー
な
い
か」

(
€

不
思
儀
に
も
今
で
も
古
い 

獨
逸
の：

都
會
の
狹
い
通
で
屢
々
見
受
け
る
酒
場
に
ょ
ぐ
似
た
太
さ
な
酒
場
^
金
.の
%

_
の
虜
を
.の
.せ
ャ
皆
也

7

^

の 

記
を
つ
け
で
、
同
じ
場
所
に
存
し
て
ゐ
る
。
即
ち
，V0

所
で
種
々
様
々
の
||
寒
^
經
た
後
も
"
六
^
年

前

H
i
y

 

二
世
'が

C
o
l
o
g
n
e

 

:

の
者
に
彼
等
の
商
館
^

で
萊
傲
酒
販
寶
め
權
利
を
認
可
し
て
以
乘
ク
同
じ
名
稱
"
1H
1

-
じ
商
賣
栌 

待
續
さ
れ
で
ゐ
た
こ
ど•を
知
る
0

'…

す
で
に
述
べ
た
る
如
ぐ
»

^
商
人
の
«
向
は
*
だ
#

«

_で
'は
あ
つ
た
が
>
然
0
他

-0
ょ
い
こ
ど
に
^
^
る
*
味 

を
全
.然
解
如
しF

ゐ
た
わ
は
’
は
な
い
o
富
ば
®
術
に
#
す
る
趣
味
"

X
そ
0
敎
#
は
於
»
'る
满
悅
を
生
ず
る
も
の
：
 

筆I

十
.

一

卷

(

五
三一

)

倫
敦
袋
け
る
パ
ソ
ザ
0 f

l
y
a
r
d

 

笫
四
皴 

八
七



,‘r
.ニ
*

r- f

一
卷
 

G
A
l
-I
.
l

.V 

倫
敦
1
1於
け
..るハ
ゾ
.ザ
.の
^
6
^
3
,
1
-
<
1 

，..第
©
*
*
*
!
. 

i
i

.で
あ
るS

1
K

ぷ
標
語
を
宣
き
し
て
ゐ
た
o
又
事
實
彼
等
は
そ
の
同
胞
め
貧
し
い
藝
術
家
は
彼
.等
の
：ホ
ォ
..ル
を
繪
«
や 

彫
刻
で
裝
飾
す
る
.機
龠
を
：與
へ
て
ゐ
た
。
然
し
な
ほ
そ
れ
ょ
-
:
:

V

も
高
：い
^
^
烈
な
感

情
：が
*
瞥
敎
信
仰
，の
宗
敎
的
尊 

崇

を

生

じ

て

ゐ

：た

。

こ
の

.龜
瞥
敎
尊
擧
は
獨
逸
帝
_國
及
び
ハ
ン
ザ
都
市
の
純
棘
質
«:
な

市

民

に

依

つ

て

常

に

熱
£>
に 

把
持
さ
れ
て
ゐ
た
.の
で
あ
る
。
水
失
の
危
險
の
多
い
職
業
、
商
人
の
投
機
は
從
事
す
名
不
安
ど
危
險
。
か
ぅ
去
ふ
#
 

m
は
特
に
宗
敎
改
革
以
前
に
於
い
て
は
一
層
謙
.讓
な
又
.單
純
な
信
心
を
强
.办
だ
0
で
あ
つ
た
。
ぞ

の
現
>
ビ
も
11
る 

ベ
き
も
の
は
敎
會
の
S
勤
.め
に
喜
ん
で
參
加
じ
た
こ

，じ

ゆ：

る
.種
類
の
慈
善
制
度
を
設
立
す
る
こ

ど
等
で
t

o
 

不
思
_
な
こ
ど
に
はS

t
e
d
y
a
r
d

特
有
の
御
堂
を
偷
敦
で
は
殆
：ざ
發
免
じ
得
：な
い
こ
ミ
で
あ
：る
0
恐
ら
ぐ
組
合
は
迮 

ぐ

のA
H
-
S
I
S

に
合
同
し
.て
ゐ
た
も
の
‘

し
い
o 

V 

J
0

敎
E

0
敎
會
は
皁
く
か
：ら
他
の
稱
號
以
外
に
一
名
船
乘
の 

敎

會

?

 

m

l
 

c
h
u
E
h
)

 

-
呼
ば
れ
て
ゐ
るo

こ
の
敎
會
が
獨
逸
人
に
依
つ

£

f

れ
た
ど
云

ふ
傅
說
は
確
實 

5

云
.へ
な
ぃV

彼
等
が> J

れ
ミ

大
ぃ
に
關
係
あ

つ

た

.こ
ビ

は
@
ひ
«
な
：い
々
彼
^

は
恐
ら
く
#
別
の
祭
«
を
«
 

持
し
.
特

>j
l
の
祭
禮
に
使
用
^
た
長
い
.蠟
燭
を
寧
納
し
、
又

あ

る

聖

日

に

は

の

祈

禱

文

を

讀

ま

.せ
た

o
r宗
敎
改 

革
さ
へ
も

こ

の
蘭
係
を
失
は
し
：め
な
か
つ
た
。
こ
の
こ
悉
ご
ぐ
初
昝
於
い
て
獨
逸
人
は
彼
等
ピ
一
緖
に
住
ん
で 

デ
ナt

夂
國
人
ぐ
し
同
一
の
風
習
を
有
し
て
ゐ
た
一
つ
の
明
白
な
謙
據
を
供
す
る
も
0
で
あ
る
o
然
し
Ta
l
人

は

.3
:哲
で 

な
ぐ
ば
少
ぐ
S
も
注
意
深
ぐ
新
し
い
清
い
敎
義
を
.啤
用
し
、
容
舄
に
新
敎
徒
せ
は
な
ら
な
か
つ
た
や
ぅ
で
あ
：る
。
：
何 

紋
な
ら
ば
一
五
.ニ
-

k

今
熱
V>L
な
ろ
#
敎
徒
で
あ
つ
た
有
名
な
る

0
h
3
n

 

e
l
o
r
. 
s

i

r

H
h
s
i
g
o
r
e

を
頭
ビ
す
る
委 

員
會
が

S
t
e
d
y
a
r
d

の
家
：宅

搜

索

を

行

ひ

L
u
t
h
e
r
.

の

著

書

を

求

め

た

が
>
.
鈕

合

に於
：.

い

て

發

見

し

得

た

も

の

.は

新 

及
び
舊
約
全
書
、
.福

音

書

及

び

獨

逸

語

の

祈

騰

書

に

、過

ぎ

な

か

つ

た

。

又
他
方
老
敦
を
即
は
中
全
部
⑷
，
ぼ

dross 

■に
於
い
て
彼
攀
の
电
に
|
人
；ぁ
興
端
者
呔
き
：载
.̂

溆
&
な
离
心
を
以
?
^:
«
#:
ず
る
ふ
.

〕

.ビ
^
故

來

た

ヶ

.

.
ぢ

办
 

後
||
9

も
な
く
宗
$

革
が
英
國
に
-於

い

て

確
- *

さ
れ
、
バ
シ
ザ
同
诹
に
) 1

す

^
大
部
分
の
都
市
で
も
同
#:

で

あ

づ

'た

ゲ
 

そ
こ
で
こ
の
時
か
ら
後Stee 
一
 y

a
r
d

の
仲
間
は
英
國
新
敎
徙
©
:■
>
u 

s
tu
-
.
i
l

n
b
u
r
c
h
:.

に
於
け
る
祈
禱
に
出
席
し
て 

ゐ
.た
o一
そ》

ド
で
は
彼
等
は
哉
か
ら
の
座
席
を
永
.い
間
占
有
しV

ゐ
て
、
偷
敦
の
大
火
後
も
敎
會
が
再
雞
さ
れ

る

ビ
W

び 

そ
れ
等
を
占
有
し
て
ゐ
だ
。
II
逸
皇
室
の 
一
一®

鷲
が
中
央
に
あ
る
美
術
的
な
光
輝
令
る
飾
窓
硝
子
は
組
合
の
寄
納
し 

た
も
0
で
あ
つ
た
.大
火
の
後
腺
等
は
主
要
通
廊VJ

內
陣W

を
仕
切
る
美
し
く
彫
刻
さ
れ
た
‘樫
の
壁
を
密
附
じ
た
が
、 

A

r

^

l

.

」

れ
を
免
か
者
は
す
べ
て
賞
讚
す
る
ビ
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。： ，

"-
.れ

は

H
a
m
b
u
r
g

の
あ
る
木
彫
家
：の
手 

に
な
つ
.，た
も
の
で
、
無
數
の
螺
旋
狀
の
圓
柱
、
璧
柱
"
及
び
ァ
ァ
チ
を
現
は
し
で
ぬ
る
。
祭
®
:に
莬
る
月
の
上
に
は 

鷲
の
紋
章
が
あ
る
が
、
そ
の
上
に
高
ぐ
英
國
主
室
の
紋
章
が
附
■，い
で
，ゐ
る
。
' 儉
敦
に
於
け
な
獨
逸
人
の
翁
敎
的
傾
向 

は
す
.で
に
著
し
く
違
つ
た
方
向
に
進
み
つ
\
あ
つ
た
に
も
拘
ら
t'
、

一
 

七
四
七
年
の
後
に
0
る
ま
で
こ
れ
等
の
座
阶 

は

.

St

れel
y
a
r
d

の
長
及
び
こ
の
組
合
の
他
の
代
表
者
達
の
所
有
す
ろV」

こ
ろ
ビ
な
つ
て
ゐ
た
。

以
上
は
建
物
に
關
し
てく
あ
る
が
、
次
ぎ
に
殘
つ
て
ゐ
る
奥
味
あb

^
rn
は
る
、
.も
の
'は
ふ
ン
ザ
商
人
の
詳
細
な 

生
活
に
就
い
て
で
あ
る
。

一.國
家
內
に
於
け
：る
こ
の
小
國
家

；

は
自
然
を
Co
.
*造
に
於
；い
て
そ
.の
_
代
の
形
式
及
び
支 

配
す
る
政
府
の
狀
態
ど一

致
し
て
ゐ
た
。
組
合
の
實
際
の
伸
間
ビ
ぞ
の*
ど
は
，を
：の
幽
體
0.
利
益
ゼ
論
_
じ
決
«
す 

る
*
會
|:
於
い
て
'全
然
卒
等
の
翦
決
權
を
持.っ
て
ゐ
た
。
彼

等

は

每

年

彼

等

自

身.0
團

職

か

らI

人
の
年
寄
を
選
出 

し
、

を
の
年
贺
は：

ニ
人
の
助
系
ミ
九
人
の
組
合
員
か
ら
な
る
評
議
會
ビ
共
に
.
'組
合
：の
：事
務
を
監
理
し
た
：。.こ
れ
等
® 

選
擧
に
：際
し
違
つ
た
ハン
ず
都
市
の
代
表
考
が
す
ベ
士
代
り.番
に
：委
員
會
に
：出
る
や5
に
注
意
し
.た
。

g

か
^v

云
ふ
形 
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二
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f
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< 

笫
四
號-

U
O
O

.式
’の
政
庥
に
侬
つF

こ
の
.小
天
地
の
事
務
は
自
國
語
.で
決
定
客
れ
、

又
適
當
作
じ
策
合
法
的
な
方
法
で
そ
の
*
務
..の 

監
理
を
行
ふ
や
ぅ
な
手
^
が
採
ら
れ
.た
。
：
ァ1
の
所
ゅ
於
げ
る
規
則
.は
本
質
：上
殆
载
修
遨
險
的
：で
.あ
0
た
，。.
可
故
：な
S
.
 

ば

；

S
t
e
e
l
y
a
r
d

に
住
^
す
べ
て
の
親
方
は
彼
#

の
徙
弟
*
時
に
は
營
理
人
.

(

ぎ

讓

y

さ

へ
も
未
婚
者
た
る
こ

ビ

$
 

要W

し
た
が
ら
で
办
る
。
秧
序
S
靜
肅
と
は
：最
も
厳
格
な
る
規
定
；に
依
^
て
維
持
さ
れ
て
ゐ
た
。：_毆
打
そ
の
他
の
肉
'
 

體
的
犯
罪
は
®

い
罰
.金
に
處
ぜ
A
れ
た
が
、
酿
61
>
賭
博
、及
び
木
道
德
的
符
爲
.

H

多
過
酷
な
'刑
罰

 ̂

夜
九
時
に
門
は
閉
鐵
さ
れ
ノ
翌
朝
ま
で
何
人
の
た
め
す
灵
へ
^
も
開
か
れ
な
か
つ
た
。
親
方
は
維
ぐ
彼
等
の
室
に
完 

全
な
'

|

具
の
.兵
具
、
街
>
.0
*
そ
：の
他
の
.武
器
.を
間
に
：合
，ふ
：や
ぅ
に
：所
有
じ
て
置
ぐ
義
務
M
.あ
つ
た
。
こ
れ
#

の
« 

則
は
優
遇
の
#
權
を
享
け
て
ゐ
る
國
に
於
い
て
商
人
達
が
：吏
持
.す
る
法
律
關
係
を
嚴
®
に
維
持
せ
し
む
る
，.1

ゴ
を
目 

的
^
し
た
。：
讲
闘
を
最
初
に
誘
發
し
て
は
.な
ら
な
：い

裏

ふ

必

®
が
：最
も
嚴
®
な
規
則
を
必
要
S
し
た
所
以
で
あ
つ 

た
。
英
_
人
^
の
す
ベ
て
の
.雪
 1

及
び
民
事
に
關
し
て
は
倫
敦
の
年
寄
：の
：

ぶ
習
慣
で
あ
つ
.た
C
.刑
事
上
の
事
#
に
.際
し
て
は
今
日
で
も
同
じ
場
合
に
於
け
；：る
^
等
^
<
_英
國
人
^
獨
1:
人
^
ド 

々
に
陪
審
官
を
形
成
し
た
：。
紐
^
が
偷
敦
市
又
廣
ぐ
英
國
政
麻
に
.對

し

て

負

：ふ
：
？

)

ろ
0
義
務
は
.古
來
の
»
習
に
 ̂

つ
て
定
め
ら
れ
、
又
入
念
に
看
視
さ
れ
て
ゐ
た
o
.例
へ
ば
俞
述
の
.武

器

を

：常

に

戚

意

し

で

.

*

<

r

き

規

則

は

■

る 

無
用
の
用
心
で
は
な
ぐ
、
獨
逸
<
が
偷
敦
市
の
防
«
に

從

：事

す

右

義

務

が

あ

つ

：：
た

の

^
あ
.る
。
又
永
い
間
存
し
て
ゐ 

た
規
定
に
依
つ
て
彼
等
は
偷
软
の
北
の
入
ロ
で
あ
るB

f
s
h
o
p
w
-
g
a
t
e

に
於
け
ろ
夜
番
を
供
す
る> j

ビ

に
な
つ

て
I 

て
、
苦
し
事
情
が
.必
喪
ど
し
た
場
合
に
は
こ
れ
を
防
觀
し
又
修
理
し
た
。§
古

い

H
s
h
o
p
s
-
g
a
t
e

は
獨
逸
建
築
家
の
造 

るV
r

こ
ろ
•で
あ
办
、
,.
祝
禱
を
し
て
ゐ
る
.|
價
應
の
右
侧
{:
枝

A
l
f
r
e
d

王
、
&
侧
に
は
.そ
.の
義
子K

t
h
e
f
d
,

 
i

fo 

M
e
r
Q
-
a

を
遛
け
洚
像
は
菩
人
を
し
て
索
孫
時
代
を.想
起
.せ
し
む
'る
。
新
：敎
徒
の
時
代
ピ
な
卜
、
偷
软
市
が
最
早 

外
敵
に
依
つ
て
惱
ま
さ
れ
る
怖
れ
が
な
く
な
つ
た
時
で
さ
へ
、

ハ
ン
ザ
の
商
人
は
忠
實
に
こ
の
古
い
義
務
を
果
た
し 

て

ゐ

た

.？

次
第
に
時
が
立0

に
從
つ
て
獨
逸
A
の
支
拂
ふ
關
税
や
租
税
が
小
額
：で
ぁ
つ
た
ど
一
K

i
特
權
か
ら
彼
等
に
依
つ
て 

な
さ

れ
る
任
意
的
負
*

はI.

層
重
袈
な
も
の
^
な
つ
て
來
作
。
即
ち
貨
幣
及
び
高
價
の
品
物
の2
 
■

は
，れ
て
ゐ
. 

た
。
例
へ
ば
市
長
は
每
年
元
日
一
に
新
し
い
手
袋
で
包
ん
だ
十
五
金
貨
1
1
|
€
5
を
彼
等
か
ら
受
取
つ
た
。こ

の
こ
せ 

は
索
孫
時
代
に
行
は
れ
た
同
樣
の.進
物
を
.敢
て
想
.起
せ
し
む
る"

市
長
が
特
に
*)
逸
人
に
人
镇
が
ぁ
つ
た
時
に
は
德 

い
て
ふ
ざ
め

を
一，

櫞
* 
_
を
數
噸
、
.
‘又
ば
波
蘭
の
蜜
■
百
屮
ニ
封f

附
加
し
た

。
.組
：合
：が
高
等
辯
護
士

(
s
e
r
j
i
t
-

 

I
W

3

中
か
ら
選
ん
だ
.法
律
願
問
も
又
一
定
：の
：料
金
以
外
に
：
.同
檨
0
贈
與
を
受
ば
ね
？
 E

H
z
a
b
e
t
h

女
王
時
代
の
#. 

計
®
に
依
る
ビ
、'
市
の
當
局
及
び
國
務
大
臣
に
ヘ
も
幾
何
轵
の.贈
呈
を
な
す
0
が
會
然
©
:
.こ；ビ
で
.ぁ
つ
た
こ
ヰ
を
^
 

る
。
遞
信
、
海
軍
、
火
藏
及
び
外
務
の
諸
役
人
は
す
べ
て
：彼
每
の
新
年
の
§

贪
受
げ
て
ゐ
た
。
稅
關
長
に
：は
恐、
b 

ぐ
彼
等
の
稅

を

輕

減及
び
寬

大

に：

しV

賞

ふ

：
た

め

セ

め
右
5
が

"

約

ニ+
磅
雕
つ
て
ゐ
だ
^
、
こ
.
0こ
$
は
：屢

#々
 

妙
な
性

質
の
も
の
で
ぁ
つ
た
。
そ
の
外
御
馳
走
ゴ

か
葡
萄
酒
ヾ」

か
手
袋V

J

云
ふ
や
ぅ
な
：僅
か
な
赠
物
で
も
少
な
か
ら 

ざ
：る
额
に
達
し
\
殊
に「

そ
.の
1!
&
物
の
闶
に
は
相
手
の
威
情
を
顧
慮
.し
で
常
に
幾
何
か
：の
.貨
幣
柄
每
ま
れ
て
ゐ
た
办
令

あ
る
？
：
 

.

.
•
.
,
.
,
.
,.

. 

■

.

.

:

.

 

:
.:.
-
'
/':
:
:;.
;
:::
•

:

-
.

か
ぐ
の
如
き
丰
段
に
依
つ
て
甚
だ
親
密
な
狀
態
を
維
持
し
て
ゐ
た
始
終
英
國
人
は
獨
逸
ハ
ン
ザ
の
商
人
をE

a
s
t
?

 

r
H
n
g
s

ビ
晔
び
：習
は
し
て
：ゐ
た
妒
、餅
彼
等
は
す
ベ
.て
の
公
の
席
上

0

市
民
伸
間
S

M
倣
さ
れ
て
ゐ
た
b
、

又

從

つ

：
て

：
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.の
疋
じ
い
«1
合
員
は
偷
敦
市
：が
今
日
ま
で
も
最
ー
も
奇
妙
な
美
«
^:
以

：
で

行

ひ

づ

ゾ

け

て

ゃ

る

華

美

な

^
/
 

祭
に
は
參
加
を
怠
ら
印
が
づ
た
。
"

—
G

i

 

H
e
n
r
y
v

六
世
が
巴
座
で
：佛
蘭
西
：主
弩
な
办
> 
一
四
三
ー
年
ニ
.月

還
幸
さ 

れ
、
市
長
が
馬
上
の
執
行
官
及
び
年
寄
を
從
へ
、
詩
人L

y
d
g
a
t
e
g

が
そ
の
詩
：に
唱
つ
て
ゐ
る
..や
う

に

、
；

緋

衣

及
び 

貂
の
，毛
皮
を
纏
つ
で
こ
れ
を
途
た
迎
べ
た
時
、wasterli ggs.

は
市
の
役
人
の
直
後
に
駿
馬
：に

乘

&
等
の
S
理
者 

や
親
方
を
先
頭
を
し
て
こ
れ
に
續
い
た
：o
.

'
を
の
年
の
あ
る
日
彼
等
は
彼
等
自
身
の
.祭
典
を
.行
な
つ
.た
。st_: 

B
a
r
b
a
r
a
:

の
：日
.？
即
ち
十
二
g
四
日
.こ
次
皮 

等
は
先
づ
.Au

.

 

s
a
l
:

敎
會
の
»

め
に
出
瓒
し
た
後
，
彼
等
自
身
の
尊
嚴
な
年
祭
：を
大
：ホ
ォ
ル
で
錤
行
し
た
o
;そ 

の
，
.際
富
有
な
ギ
ル
ド
の
立
派
な
盆
は
一
層
輝
き
"
華
な
又
高
價
な
絨
續
や
帷
で
四
餘
は
美
は
し
か
つ
た
。
10
方
達 

は
他
の
者
ょ
う
も 

一
it
高
い
I

ブ

ル

に

座
を
占
め
、
X
彼
等
の
徒
弟
は
幾
分
低
い
所
に
永
い
ォ
ェ
ブ
ル
.に
席
を
取 

つ
た
。
：こ
れ
等
の
場
合
如
何
な
珍
物
が
饗
應
さ
れ
た
ミ
し
て
も
、
彼
等
の
：大
好
物
た
：る
.鳕
の
：皿
は
i

れ
を
缺
か
さ 

な
か
つ
た
。All 

s
a

l

敎

會

翁

_

、Star 

C
h
a
m
b
e
r

の
王
廷
Q
門
衛
は
他
の
賓
客
に
先
立
つ
て
#
年
招
^
さ
れ 

た

。
 

' 

:

然
し>

れ
以
上
®
合Q

生
活
及
び
恨
習U

就
い
T
述
、へ
る
必
耍
は
な
い
で
あ
ら
う
。
要
すK

-

に
そS

常
時
の
事
晴 

に
寧
別
す
る
®
圍
两
で
、
幸
福
^
利
益
ど
を
伴
な

0

て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
如
何
に
し
て

古

い

(/iteelvard 

が
終
り
を
隹
げ
た
力
に
就
し
て
の
み
述
べ
ょ
う
^
思
ふ
。
す
で
に
述
べ
た
る
如
く V

ン
ザ
同
W
及
び
そ
の
商
®

i
ぢ 

國
に
於
い
て
第
十
六
世
紀
の
頃
ま
で
殘
存
し
て
ゐ
た
。
こ
の
組
織
の
述
命
が
實
質
的
に
打
擊
を
受
け
た
の
は
一
六
六 

ブ
年
九
月
に
起
っ
た
偷
敦
の
大
火
で
ぁ
っ
^
。
そ

の

時S
t
e
e
l
y
a
r
d

は
市
の
繁
榮
し
て
ゐ
.た
部
分3

0

典
に
灰
爐

し
た
。
英
國
政
府
は
組
合
の
特
權
を
更
.新
す
る
.

」

V 

Sを

躊

踏

し

：た

‘
の

で

 

> 粗

合

員̂

び

.
彼

等

の

古

い

特

權

を

執

拗
 

に
主
張
し
た
。
' 訴
諮
の
後
腺
等
の
背
の
特
許
狀
の
確
認
を
再
びCharles 

二
世
か
.ら
，斯
實
漉
得
し
た
。
そ
の
時
建V

.

 

ら
れ
た
新
し
い
連
物
は
堅
牢
な
城
璧
"
重
か
し
い
城
門
、
及
び
廣
大
な
る
ホ
木
,
を
有
す
る
古
い
建
築
よ
&
は
遙
炉 

に
晃
せ
か
け
の
少
な
い
も
の
で
ぁ
つ
た
。
即

ちs
t
e
e
l
y
a
a

組
合
長
の
た
め
に
一
つ
の
住
宅
が
建
て
ら
れ
た 

>
け
で 

ぁ
つ
て
、
明
地
の
他
の
部
分
はT

h
i
e
s

河
の
兩
岸
に
今
m
兑
ら
れ
る
や
ぅ
な
多
く
の
倉
雕
等
の
缒
物
ビ
大
差
な
き 

倉
诹
及
び
埠
場
に
ぁ
て
ら
れ
た
。
組
合
は
事
實
に
於
い
て
唯
過
去
：の
脎
史
上
.の
も
の
す
な
つ
た
。o

r
o
m
w
e

尸
が
，重 

栗
な
海
上
政
策
を
施
行
し
て
以
來
r
g英
國
に
於
け
る
大
陸
商
人
'0
地
© *
は
全
く
變
つ
て
し
ま
つ
た
か
ら
、
最
早
外
國 

の
®
務
所
を
.必
袈
S
し
な
ぐ
な0

た
。
故

に

S
t
e
e
l
y
a
r
d

仲
問
も
備
敦
に
於
い
て
彼
等
の
昔
の
大
会
な
邸
の 

一
^
 

分
よ
り
必
要
で
な
く
な
つ
た
。
從
つ
て
彼
等
は
偷
敎
の
商
人
に
倉
庫
の
た
め
區
分
し
て
土
地
等
を
貨
與
し
た
ダ
地
價 

及
び
そ
れ
か
ら
生
ず
る
賃
料
の
額
は
建
造
物
を
維
持
す
る
に
必
恶
な
赀
用
よ
b
多

^
つ
た
け
れ
ざ
も
"
か
つ
て
隆
盛 

だ
っ
たV

ン
ザ
同
盟
の
後
繼
者
た
る
L

f
 

k, 

H

I

!
 

B
r
e
m
e
n

等
の
自
凼
都
市
に
ど
2
し
こ
の
財
産
は
時
に 

厄
介
物
ざ
な
つ
た
”
終
に
こ
れ
等
の
都
市
の
當
局
者
達
が
永
い
商
脾
の
後
，
又

l

i

の
歴
史
的
及
び
法
#
的 

組
織
^
も
十
分
調
遊
.|
>
た
後
、：
ー
八
五
三
年
に
七
萬
~1
:千
五
宵
碑
で
英
國
命
業
家
0
ぁ
る
#
社
に
賣
却
し
た
。(,
6
)

S
t
e
e
l
y
a
r
d

の
仲
問
(1
依
つ
て
偷
敦
に
，於
け
な
獨
逸
人——

現

，在

は

約

五

萬

以

上

1

が
獲
得
し
て
ゐ
た
評
ff
l
し
# 

い
幸
爾
が
存
す
る
が
、

そ
れ
は
、
彼
等
國
人
の
た
め
に
多
年
纘
か
ん
こ
：ミ
を
希
盟
す
る
。
大
火
の
；後

S
t
e
e
l
y
a
r
d

が 

铒
建
さ
れ
る
：や
、
そ
の
監
瞥
6
親
方
i
は

國

王

c
h
a^-
s

n
世
；に
‘彼
等
の
^
め
に
.市
Q

/h
さ
い
敎
會
のI

つ
を
與
へ■ 

ら
れ
ん
こ
ビ
を
請
願
む
、
r
y の
請
願
の
結
果
ど
し
て
co
t
e
e 一
 

y
a
r
d
"
^
«
-
^

ff
i
A
[̂I
^

o
:/
2
T
r
i
n
l
t
y
.
n
h 

u r
c
l
i

占
呼

笫
ニ
十
：5

ぐ五
三
七〕

倫
敦
|-
於
け
る
>

\ザ
の
纪
6ゼ
& 

第
四
號 

九
3



锻 
一i

十
-
1脊

C

雪

八)

-.'
 

.
:
偷
^
.
.に
：，於
け
.る
.ぐ
ン
.ザ

の.

'^celyard. 

第
9
號 

む
四
•.

は

れ

た「

小
敎
會
が 

一•六

参

|年
に
玉
の
#
許
狀
.に
依
：つ
，て

彼

等

翁

定

さ

れ

花

大

火

に

依

？

本
質
的
に
打
擊 

を
受
け
た
建
物
を
再
造i

後
-

こ 

> 

で

彼

等

の

、
言

售

で

_

徒

0

儀

式

が

«

げ

4

れ

だ

：。

こ

の

敎

會

a
 .

'
G
e
m

 

.ol
t
'
.
c
h
a
p
e
l

を
除
V
.て
偷
敦
に
於
け
^
他
の
s

-o
又
は
論
な
の
獨
遊
新
敎̂

會
の
母
ど
な
つ
た
も
の
で
あ
るY 

獨
逸
商
人
は
確
か
に
最
苹
昔
の
如
ぐ
皆
么̂面
內

に

は

住

居

し

な

く

な

夕

た

し

^

又

そ

の

國

人

に

依

つ

て

所

有

 

さ
れ
て
ゐ
■た
例
外
的
特
權
も
享
有
し
な
く
な
つ
た
ハ
雜
し：，

S
t
e
f

 

r

i
體
8

權
■

馨

は

英

國

人W

 

全

く

屏一

の
立
胸
地
«
立
つ
：て

ゐ
/2
0
中
世
期
に
於
け
：る
獨
占̂
制
限
ど

は

す
^
に

週

去

の

も

の

ど

な

&

>

«

ド

歸
 

つ

て

來，
し

•

そ

じ
.て
?-
.
の
：
代

办

に

ー

外

國

人

^
對

し

て

も

生

來

：
の
：英

國

入

に

對

し

て

七

同
 

純
な
き
競
哦
が
起
つ
て
來
た
。00
)

,

' 

:

§

>
 

l
y
a
r
d

 

l

o

 ̂

I

l

f
 

 ̂

霞

は

見

本

、
塑
の
意，H

o
f

I

 

0

0

1のm

g

め
i

ち
ぐ
で
あ
る
。

I
 

f
 

9
:
1

文
中
に
I

I

I

 

S

S

I

以
少
こ
も
l

a

-

f

 

s
t
f

f
.等
炉
あ
，̂o
然
し
語
猶
|

い
ス
は
庫
7;
*
明
が
で
匁
い
。
 

♦

I

V
 

I

共

U 

I

の

—

で

ゎ

,

1
倉

は

大

部

分

神

•
秘

g
:

で

明

脓

で

な

い

。

H
.

I

は

h

i
即

ち

古

サ

ク

ソ

シ
 

人

.の
鬏

の

意

、

又

I
l
e
n
g
i
s
t

も

又

§

ひ

似

揭

小

屋

'の

愈

を

有

す

。H
s
g
i
s
t

は

K
e
n
t

王

國

の

祖

で

あ

る

" 

c
i

D

 

A
n
c
i
e
n
t

 

L
a
w
s
p
n
d

 

Institutes 

o
f

 E
b
g
l
a
a
,

 

ed. 

b
y

 

B
.

 

T
h
o
r
p
e
,

 

vol. 

I. 

d
. 

'
b
.

s

)

三

h
e

 l
y

a

 
a( 

as 

f

 te
l
e

 

i
oa 

place 

fbr 

I

f

 of A
l
n
e
,

.業
 vsed 

to 

bring 

h
i
f

 

P
S well 

'

.

, 

<i ether g
ra
s
e
, 

as  

c
a
f
, 

R

 
貧

 

i
t
s
,

 

P
I
, Tar, 

F
l
l

 
H
i
e
,

 

I
l
n

 

clot 
グ 

w
a
i
n
s
c
o
t
s
”

 

w

l
 

Stede, a
n
d

 

u

 P
l
l

-
M

a
l
n

f

 
“ 

S

I

.

 

F
t
h
e

 

j

 

I

 
H

I
 

t
h
e 

塗

，

.

.

.

,

l
e
s
t

 

o
f 

his 

f

 

•

xc 

a
r

d
l

 

o
f 

f

 

f

 (,

 A
l

i
e

n
e

d

 

that, 

all 

a
n
d

 

I
P
,
. u〕c

 

t

 s, 

I

兵

 

p 

f

 c 

7 

i

 o
f

to
n

d
o

iv

 

c
r>
2 im

lo
iii

^ :c
iv

c r
a*-

o .
s;
;
l

<i
p-
v 

Au
l

p~
-
:

H :
b
r
e
ul
:
o
gi
6
ュ 
r3'

,(AIio
u

l

p ib
e

 

rc
^

in
ta

ih
e

d

 

a
0*
d 

v
p

b
.o

l<
ic

rx

 

v
ia

ro
u

g
ll.t

p-'
e

 

W
h

o
le

 

!R
C
5 llm

e
'  

b
y

 

a
ll  

s
u

c
h

 

fre
e

<
io

m
e

,  a
n

d
f

r
e

A

 

v
s
p
rQ
e
s 

or 

lib
e

r
t
is

,

 

a
s

 

b
y

 

th
e

 

k
in

g

p:n
d

 

b
is

 

n
o

b
ie

:'p
ro

g
e

n
ito

rs
:tim

e

 

t
l
i
e

y
h

a
d

 

a
n

d

 

in
io

y
e

d
”

&
c

^

 

G
o
^
p

s
t
o
w
w
A

 

S
u
r
v
e
y

 

o
f

 L
o
n
d
o
n
,

 

ed, 

b
y

 

K
i
n
g
s
f
o
r
d
,

 

vol. 

I- '
p
.

 

2
3
V2
/
本
文
の
一一
一

六

〇

¥

ミ
は 
一
^

の

相
遽
が
あ

る

が

恐

ら

く

同

一

^

を

梢
す

も
の
で
あ
ら
.う
。

(

純
五
.

)
Steelyard 

s Teutonic 

G
u
i

p:-
h
a
】 l

€
の
名
稱
(1
初
期
|-
於
い
て
は
*

£
|

別
さ
れ
て
ゐ
n

w
の
こ
ミ
で
あ
る
。(M

a
c
p
h
e
r
s
o
D
,

 

A
n
n
a
l
s

 

o
f
o
l
-
n
e
r
c
e
,

 

V
O
L

 

L

 

p. 

6
9
1
. 

Lipson, 

T
h
e

 

E
c
o
n
o
m
i
c

 

History 

of E
n
g
l
a
n
d
, 

p. 

4
6
7

)

然
し
1
1も
^
く
浪
猜
さ
れ
た
も
の
ら
し
く* 

前

 ̂

註
四
L
Lyl
w

l
t:S

t
o
w

 

乂

はS
t
o
w
e

の
ー
節
1-
依
つ
て
1
明
か
で
あ
ら
う0
同
#
は
.
|五
九
八
^
-の
紫
で
あ
る
が
、St

e
e
l
y
a
r
d

の
^

稱
の
一
般 

1
1行
は
れ
出
し
?:
の

は
^
三
八
ニ
¥
顷
で
わ
ら
う
。(Kingsford, 

op. 

cit. 

vol.II. 

p. 

3
t9
)

藍

しC
o
l
o
g
n
e

の
商
人
は
本
文
所
黻
の
如
く
極
め 

て
早
く
か
ら
英
國lr
來V

ゐ
r:
が
、
、ノ
シ
ザ
同
监
が
そ
れ
ょ
り
後|-
紐
織
さ
れ
、
他
の
獨
逸
路
都
市
の
商
人
も
來
た
り
、
こ
れ
等
の
商
人
の

o
u
u
d

 

H
a
l
l

か

T
eutonic 

G
u
i
l
d
h
a
l
l
w

呼
ん
.で
ゐ
/:
の
.で
>
必
で
し
も
後
の
^
含
1
7ミ
<
1の
所
在
地
>
.
/同
一
場
所
で
は
な
か
つ
た
ら
し
い0

即
ち
そ
の 

勘
所
な
占
府
し
た
の
は1
1
1三
〇
年
顷
で
'»
货
際
の
所
有
|̂
移
つ
た
の
ほ
1
四
七
五
咩
即
ち
3

3

&
條
約
の
後
で
わ
つ
た
ミ
沄
は
れ
る0
然
し
こ 

の
點
は
未
だ1

考
す
ろ
餘
地
が
め
る
や.う

で

あ

气(

K

i

l

l
 

g
d
v
從
つ
3

一
 

つ
の
名
稱
が
何
呷
か
辦
消
し
て
用
ひ
ら
れ
る
や
う
|-
ね
つ
た
の 

で

わ

ら

う

。

(

本

誌

裕

ニ

十

卷

第

十
1
S
所

載

拙

稿

「

卜

窆r  A
1
L
U

S

I:
現

れ

た

る

倫

敎

の

鸫

濟

少

洁

」

i
o
九

貞

參

照

P

(

胜
：
六

)

一
3«
:
3ニ 
印
頌
|-
印
刷
さ
れ
れ
も
の
で

 <<Arnol

p;s cl‘l
n
i
d
e
=

又
時
：

_1は

.
公
 

Tcr
e Customs oflycndon 
2 
ミ
呼
ぱ
れ
、
現
在.
M 

は
る
t
の
極
め
て
#
で
あ
る
。
然
も
さ
ま
で
想
耍
な
も
の
ミ
は
思
は
れ
な
い
。
Q
I
- J.

w
i
l
e
y

m
M
Q《Mlorials of London 

and 

L
c'
n
d
'
m 

Lip.

-
參
照)

ブ

f
i七)

衣
&
|
:

三

世

の

こ

の

糙

の

政

策

は

本

文

記

載

の

如

，く

財

源

の

^
要

に

恶

く

も

の

で

あ

る

が

、

と

れ 

平

で

あ

つ

た

こ

ミ

は

沄

ふ

ま

で

も

な

い

デ

^
三

六

七

年

の

外

國

人

の

小

寶

腮

寶

^
察

止

し

れ

^

^

狨

等

の

木

平

に

對

す

る

綏

和

眾

で

わ

ら

う

デ

然
 

し

こ

の

時

代

は

未

だ

外

國

人

を

優

避

し

れ

。

然

し

：：

s:
 In

 

th
e  yeare.  

r.5
5r '
:pwd,;'.th
e
 

6
ft.  of.  E

d
v
a
a
..th

e

 

s
ix

t'  th
ro

u
g
h

 

co
m

p
lain

t,  o
f  

tne  

E
nglish..  M

archants,  the.  lib
e
rtie

 of..-the  S
tiliia

rd

 M
archants'.  w

as-

wl.eised- .in
to

 

th
e

 k
in

g
s  hand

s、
an

d

 so  

it  

resteth.  

(sto
w

,  op,  

cit,

第
二
十一

翁

(

五
兰
九
> 

倫
敦
1-
於
け
.る

パ

ソ

ザ

の

ぞ

^

|

ー

 

第

四
铖
 

九
五



I

I

震

I

f

ハ

看

s

f

 

顏

九

，

V?. I., P. 234) Merchant Afnturers v

の
爭
に
關
し
て
は
他
め 

I

,
 

5
商
人
が
鐘
i

?

し
I

はWat Hyler 

1

,
1

1

1騷
励
太
浮
か
り
で
f
 
二

？

、
ン

の
 

特
權
I

I

が
务
か
ら
f

れ
等
に
對
し
V

i
 

J
こ

备
_

|

つ
I

茂

謂

で
t

例
へ
ば
£

九
三
I

暴
I

る
。
y

e
 

1

I

f

 

I

I

I
 

l

e
 

I

I
 

r
: 

I

I

 

I

n

.
^
 

1

.to

 

?

 

H
r 
I

I

 

i

 
1

 

I

I

 

I

 

I

I

 募

 

I

I

 

o.
ぞ
 

3

1

a
 

I

r

i
 t 

s
 

f

f

f
 

I

I

 

I

f
 

P
3 

r

f
 

,

f
 
管
 

r
r異 

I
 

^
 

l
i
a
n
,

 

i
. 

I

f
 

.

1

 

destitute 

of

1

 

e
i置

.
l

,

,
 

l

f

 

?
 

,

1

1

 

I

 

I

I

 

I
ぎ
 

I
 

J

 

a
,

 

r
 

I
 

!

e

 

!

 

I

,

 

I

,

 

i

 

I

 

I

 

, 

B 

蒙 

I

I

 

f

鑑

.
s

l

l

 舅

,

旁 

l

 

?

I

 

l
 

f

 

.

0 

I
 

I
 

!

 

I
 

o

f

 

,

1

v
e
r
s
e
s

 as 

I
 

§f
 

I

 

l

i

'

f

 

m

 

I

I

I

 

f

 

I

 

5

 

!

I
 

I

 

I

 

!

 

I
 

.
a 

l

 

l
 

I
 

3
f

 

I

 

I
 

I

;

,
 

,
? 

!

 

I
 

o

l

s 

a
 

f

 

s 

s

u
v
e

 

I

 

s

e
 

E

l

i

s

, 

s

e
 

l

e
 

o
f 

f

 

f
 

s
 

i
 

f

 

0

1

 of 

I

I

,
 

had s。
st

暴

 s
r
e
d

 and 

I

f
 
1

1

 ̂
ぎ
 

I
 

I

 

i

,

 

, 

9

 

f

 S

I

 

of 

t

5

l

e
 

Livery 

e

l

l

s
 

6

f 

ぞvol. I. 

p
. 

t

 

I

〕

ド 

.

I

 

H

f

 

l

 
又

は

建(

f

 

I

と
l

i

l

 

p
i
l

 

I

f, 

H
i
s

 

I

I

 

to 

u,e 

Devil 

象

も

の

で

め

る 0

 

, M
e

n
,  

w
h

e
n

 

th
e

y

 

a
rc

 

id
k

,

 

I

 

k
n

o
w

 

n
o

t  

to

 

d
o

,  

I

 

I

 

s
 U

S
-

;

 

. 

.

.

. 

?
i

 

f
 
一
 
〇)

"
lo

b
s

te
r,  

J
o

h
n

 (
1
5

0 00
-

1
6 2

5

レ 

W
e

s
tw

a
rd

 

H
o

!

 

A
c

t  Ir. 

s
c

.  L 

.

...
' 

:

£
1.

p
:

れ

等

各

f

の

？

ら

u

f
三

つ

の

聰

體

に

分

か

れ

て

ゐ

た
。
即
ら
I

f

 
S

I

!

 ,
h
e

 
j

ま

 

o
.
 

!
 

o
- 

f
 

i

e
 

I

I

 

I
;

穿

 

s
l

i
c

s

 

o
f

 

{

I

 

o
f 

f

 

, 

.
1 

... 

,

8

1 

o
. 

?

l

f

 

I
 
も

J
e 

L
o

w
e

r  

R
K

f

 

d

 

S
a

 
含
 

8
a 

th
e

 

W
I
S

,

 

c

i

l

a
 

?

 
S
C
S
&
; 

】
a

s
u

y

 

をc

 

r
r

l
i
a

r
v

-.H
lu

a
n

ip
n

,

 

a
n

s
d

n
a

v
io

n

 

tow
xj

s
'com

posed  

th
e

 

th
ird

.  

r\
v.  

H
e
rb

e
rt.  

r>p.  

cit.  

p>'  14 )

8

1I
D

ミ

！！
'はB

i
s
h
o
p
f

 e 

!I

於
け
裏
務
の
み
為
し
て.

Q

る
が
-
多
少
の
#
栅
も
5

,
r ;

o

即
ち
一
三
〇
五̂
. 

S

W

E
 

-
1 

の
三
十
三
年
の
规
进!:(Letter B

o
o
k
,

 c.) 

 ̂

O
n

 

T
i
d
a
y

 

next 

after the 

F

I of 

St. 

S
c
b
a
e
l
c
>
9

 

S
e
p
t
e
m
b
e
r

 

ノ，

in 

the 

3
vrd 

yepr 

o
f
t
h
e
r
e
i
g
a
o
f

 

K
i
n
g

 E
d
w
a
r
d
v

 it 

w
a
s

 

P
3
r
d
e
d

 

s
d agreed 

that 

the 

A
l
g
i
n
e
s

 

(
G
e
r
g
n

 
め
.
b
e
l
l
s-
g to 

the 
K
a
n
s
e

 

of 

the 

m
e
r
c
h
a
n
t
s 

of 

A
l
m
a
m
c

 

shall 

b
e

 

free 

f
r
o
m

 

p
a
y
i
w
g

 

t
w
o

 

shillings 

o
n

 

g
o
i
s
g

 

in 

or out 

of ’tlle 

G
a
t
e

 

of 

B
i
s
s
h
o
p
e
l
e

 
w
i
t
h

 

their 

!
g
g
s
g

 

that 

tip
r
e
y are 

c
h
a

IMg
e
d

 

w
i
t
h

 

the 

safe.keeping 

a
n
d

 

repair of the 

g
a
g

 

aforesaid. 

A
n
d

 

thev 

paid 

2 

S. 
6

 

d. 

for 

the enrolment. 

(
M
e
m
o
r
i
a
l
s

 

of T
b
n
d
o
n

 

Life, 

p. 

5
7
)

又 

B
i
s:r
p 
皆 te 

修
復
^
棚
す 

Riley 

s
 

Liber 

Albus, 

vol. 

I. 
p

p
.

 

4
00
5
-00
-
に 

s Compositio 

inter 

Cives 

I
b
n
d
o
n
i
a
r
u
m

 

et 

wlercatores 

H
s
s
s
e

 

A
l

e
m

 
ダ 

d
e

 

Porta 

d
e

 

Byss 
ぎ pisgate 

:
ミ
し
て
^
成

.'、

れ

 C
.
Q

 
る

.
o 

'
 

\

s

i 
三)• 

w
g
e
r
l
i
n
g

 

は

>
c
o
-
F
r
e
l

 

及
び A

r
f
L
A
i
n

0Sterling 

か
ら
來
た
の 
t
 
始
め
は
|

|

1

4 

乂
は 

p

l

l

t
 

t 

の

龙

味

で

第
1」

ご
世
紀
ぼ
に
使
パ
さ
れ<
ゐ
れ
ら
し
い
。
然
る
に
滞
十
六
世
祀
喷
か
ら

Csterl

a-g
-

7£
し

<ハ
ン
ザ
商
人
に
^

つ
v
f
l
n
r
o
n

た 

货
幣
か
崢
ん
で
ゐ
た
が
、
轉tr
,で
獨
逸
商
人
そ
の
者
をl

w

s

ls-
g
,
 

E
a
s
t
e
r
l
i
r
g

ミ
轉
稱
す
る
ヲ
っ
こ
，な0:
.こ
0 

(

驻

1
四)

J
o
h
n

 

L
y
d
g
a
t
e
1

三
.七
〇
郎
|:
生
れ
、一

四
.四
六
年
に
死
す
。

s
'
l
$

奢

し

て

航

I

f

の

他

の

政

策

|

す

o
似

し

す

で

：！

本

文

U
於

い

て

も

一

育

し

v

f

す

じ

藝

人

が

賢

H

 

肖

急

半

、し
、

一

國

w

し

て

0
獨

立

^
欲

す

る

_

は

到

底

ハ

ソ

ザ

商

人

の

如

合

排

他

的

獨

占

的

、

外

國

人

|1
體

の

#
在

4 >
許

柃

し

な

く

な

つ

た

の
 

は

常

然

で

あ

る

バ

拙

著

「

近

世

商

_
史

」

ニ

|3

以

下

參

照

)

0 

S

一 
六

〕

.

.鐵
道

會

.社
で

あ

^
。

今

G
3
.

の

.ca
n
n
o
b
.
'
S
t
r
e
e
t

 

S
t
a
t
i
o
n

は

そ

の

爰

な

り

^
^
,
ぃ

.0

8

1
七)

ハ
，\
ザ
.商
人
0.
条
體
の
研
究
は
勿
諭*
偷
敦
1;
於

け

るS
t
e
e
l
y
a
r
d

の
鈕
濟
的
活
動1
1就
：い
て
砰
論
す
る
愤
値
は
多
5々
る
が
、 

第
二
'十1

-.#
.

(

五
西
：|)

偷
蔹
！

i.

於
け
'る
ハ
ン
ザ
の
か

eelyard 

策

四

虎

V

、":



第

二

十

一

岱

(

五

四tD

 

-5-

世
英
國
：の
政
治
詩
歌
'
. 

疼
四
被 

九
、

中

世

英

國

©

_
治

詩

歌

、

曾
て
第
十
三
世
谳
め
英
姻
政
治
思
想
に
就
て
述
ベ
，た
る
時a

u

田
學
會
雜
誌
第
二
十
卷
第1

一
號y

r

,
ク
キ
ス
の
：歌」 

(
T
h
e

 

S
o
n
g

 

o
f

 

L
e
w
e
s
〔
c
a
r
m
e
n

 

d
e

 

B
e
l
l
o

 

L
e
w
e
n
s

lrj
e
d
i
t
e
d

 

w
i
t
h

 

i
n
t
r
o
d
u
c
f
o
n

 

a
n
d

 

n
o
t
e
s

 

b
y

 

1

r
 

K
B
g
s
I
o
r
d
.
o
x

、o
r
d

」
a
i
o
)

を
.引
用
し
て
一
國
に
.於
け
る
王
0

地
位
及
び
其
職
分
に
11
す

，る

恶

想

を

«
察

し

た

>

此

 

歌
の
作
者
は
其
歌
の
內
容
ょ
り
明
にS

i
m
o
n

 

d
e

 

M

s

f

ヒ
親
密
の
間
柄
で
あ
々
、
又
.作
者

自
身
が
ル
ゥ
斗
ス 

の

戰(

一

ニ
六
£

に
も
參
加
し
て
居
た(
J
cr
Q:
, in

t
r
o
i
u
c
t
i
o
n
,

 

X
1K)

？

歌
の
思
想
は
同
世
紀
0
法
傳
學
者
な
る 

B
r
a
c
t
o
n

の
王
權
制
限
の
說
に
全
ぐ
同
意
し
て
居
る
。
然
し
此
學
說
は
中
世
：を
通

す

る

學
說
で
あ
つ
て
、
此
歌
の
主 

張
す
る
處
卡
此
思
想
は
常
時
の

O
x
f
o
r
d
.

に
於
て
一般
的

に

敎

へ

ら

れ

て

居

た

ビ

云

ふ

事

が

推

«
出

來

る

べ

目

 

A
P
P
.
I
X

 

I
0
P

王
の
當
然
な
す
べ
き
職
務
及
び
其
義
務
，
之
。に
違
背
せ
る
時
の
_

民
の
抵
抗
權
，
從
て
王
に
對
す 

るS
i
m
o
n

 

d
e

 

M
o
n
t
f
o
r
t

の
戰
の
正
當
な
る

事
等
は
第
十
三
世
紀
後
半
の
一
般
的
思
想
で
あ

つ

た

ど

云

ひ

得

る

，

「

ル 

ク

ス

の

歌

|
_は
卸
る
思
龍
を
最
も
適
確
に
•表
明
し
た
’も
の
で
あ
-̂
が
、
斯
ぐ
の
如
：ぐ
中
世
.に
概
著
な
る
®

®
の
表
W
 

丨
あ
b
す

ビ

も

泰
歌
に
政
だ
的
不
滿
を
諷
し
*
又
は
社
會
に
對
す
る
不
^
を
漏
す
.も
の
が
中
世
後
半
を
哑
じ
，て
可

な
り
の
數
に
上

つ

て
辟

る

。
以
下
に
其
主
な
る

も
の
を
列
擧
し

、

尙
ほ
祉
會
的
不
平
を
歌ふ

も

の

に
就
て
少

し

く
說 

明
を
加

へ

て
兄
や

ぅ
。
此
目

的

の
爲
に
參
照

し

つ

、あ
る
歌

集

はT
h
e

 

P
O
H
t
i
c
a
l

 

s
o石s

 

o
f a

:

i

 

t
h
e

R
e
i
g
n

 

泛 J
o
h
n

 

t
p 

t
h
a
t

 

o
r 

E
d
w
a
r
d

 

X
L

 

e
-&
t
a a

n
d

 

t
r
a
n
s
l
a
t
e
d

 

b
y

 

T
h
o
m
a
s

 

w
r
i
h
t
.

 

L
o

n
d

o
n

,  

1
S
3
9
. 

及

び

 

r
l

c
a

l

 

p
o
e
m
s

 

a
n
d

 

S
o
n
g
s

 

r
J
a
t
i
n
g

 

{
o E

n
g
l
i
s
h

 

H
i
s
t
o
r
y
'
c
o
l
o
s
e
d

 

d
u
r
i
n
g

 

^
 

f
s
B t

h
e

 

A
c
c
e
s
s
i
o
n

 

o
f

 

s

斧

 

K
口

。

o
p 

s
c
. I

I
I
.

 

2

 

V
O
K

 

e
d
i
t
e
d

 

b
y

 

T
h
o
m
i
s

 

W
H
g
h
t
;

 

L
o
n
d
o
n
,

 

100
5

9
で

あ

る

°

王
に
對
し
て
不
平
を
^
ぶ
る
も
の
が
數
多
い
。J

o
h
n

王
の
治
他(

；

一
九
九
I

I
ニ j

六)

のSirvente 

g
 Ki

n
g

 

J
o
h
n

は
次
の
如
き
言
葉
を
以
て
始
め

I

 

ンvill.

 

m
a

k
e

 

a
.  

S
tin

e
s

 
旳
cn
'
J
M
y
g
t l
t
e
,

which.. I

 

w
il
l 

s
e
n
d

 

y
o
n
d
e
r

 

for 

a

 

present,. 

,
 

.

.

.

 

t
o
^
I
n
g
'
J
r
o
l
m
,

 

to. 

m
a
k
e

 

him., a
s
h
a
m
e
d
.

續
い
て
王
の
無
能
を
賢
め
て
®

る
。
又

H
e
n
r
y

日

の

時

代(

ニ

ニ

六

丄

ニ

七

ニ

)

に

s
i
r
v
s
t
e

 

a
g

f

 

_

g
 

系

3

7
が
ニ
あ
つ
て
3!
;
|
.に
下
の
如
き
句
が
あ
る
0

T
h
e

rtnglisll 

K
i
n
g
.

 

I

 

jjray 

Iiinx to 

h
e
a
r

 

it, 

■
 

.

for 

h
e

 

causes 

to 

fall

his 

.

l
i
t
t
k

e
o
r
y l

>
y

r-
t
-
o
o

 

m
u
c
h
,

 

thnidityv

for it 

d
o
e
w

3
2.
P】

0P
5<T
>
B:
3 
けコ
 

defend 

Iiis 

2
<tJpeoole,

a
nd.thus'lie. 

is 

so 

c

'ow
a
r
d
】Y

 

a
n
d

 

so., v
i

l
e

,
.

*
 

.
 

that. he., s
e
e
m
s

.
 to 

be-asl.eeD;-. 

： 

-i 

.

.

.

.

以
て
王
の
地
位
に
關
す
る
嫌
念
の
：1

般
を
知
る
べ
き
で

あ

る

。「

火
ゥ
4

ス
の
歌」

は
®;
に
述
べ
た
る
如
ぐ
で
あ
：る
が
、 

之

ど

類

似

の

題
！！：！

即

ち

シ

モ

ン

ン

ド

•

モ

ン

ト

フ
方

^
ト

の

反

抗.
に

關

す

る

も

.の

に

s
o
n
g

 

u
p
o
n

 

the 

Divisions 

第II

十一

怨

S

四
三〕

'«
1
'世
英

11
の

政

治

詩

歌

 

1

^

九

，も


